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「
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
」

　副
会
長

　内
田

　英
樹

　
二
〇
二
四
年
は
、
能
登
半
島
地
震
と

い
う
大
災
害
か
ら
始
ま
る
波
乱
の
幕
開

け
で
し
た
。
あ
の
地
震
を
機
に
、
自
然

災
害
の
も
た
ら
す
甚
大
な
被
害
と
恐
怖

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
能
登
半
島
地
震
や
過
去
の
大
災
害

か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
役

割
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
〜
９
の
大
地
震

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首

都
直
下
型
地
震
は
、
今
後
三
十
年
以
内

に
70
〜
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
の
予

想
の
範
疇
を
超
え
る
よ
う
な
異
常
気
象

も
増
加
し
て
お
り
、
来
た
る
未
曽
有
の

大
災
害
に
向
け
て
、
今
の
う
ち
か
ら
準

備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の「
公
助
」も
、
も

ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る「
自
助
」、
地
域
の
方
々
で
助

け
合
う「
共
助
」も
同
じ
く
ら
い
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
防
災

意
識
を
強
く
持
ち
、
普
段
か
ら
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
各
自
治
会
で
話
し
合
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
と
い
う
こ
と
わ

ざ
の
通
り
、
来
た
る
大
災
害
に
十
分
に

備
え
、
各
自
治
会
で
協
力
体
制
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　
　

令和6年10月発行令和6年10月発行

令和６年度新任自治会長研修
　7月9日（火）、大里コミュニティセンターにおいて、新しく自治会長になられた方を
対象に、新任自治会長研修を開催し、80名の方に出席していただきました。
　研修では、熊谷市自治会連合会の橋本副会長に、自治会に関する講演をしていた
だいたほか、例年６月にさくらめいとで開催していた、「地域防犯推進委員委嘱式」を
併せて開催しました。
　その後、１グループ10名程度で、自治会として抱えている問題や相談を皆さんで共
有できる自治会長同士の交流会を実施しました。

能登半島地震募金活動
　能登半島での地震災害の発生を受け、熊谷市自治会連合会では
募金活動に取り組んで参りました。募金活動は3月末で終了し、301自
治会から総額12,350,732円の義援金が集まりました。御協力いただ
きましたすべての皆様、誠にありがとうございました。
　いただいた義援金は日本赤十字社埼玉県支部を通じて、被災地へ
送金いたしました。御協力いただきました自治会一覧は自治連ホーム
ページで公開しておりますので、御覧ください。

熊谷市自治会連合会回覧板  広告募集
　熊谷市自治会連合会では、市内全
域の自治会で使用する回覧板を
7,000部作成します。この回覧板に掲
載する広告を募集しています。

※広告枠は、申込みの順に確保し、広告掲載箇所のご希望が重複した場合は、申込みの早い
方が優先されます。　※広告枠が全て埋まり次第、募集を終了させていただきます。

令
和
6
年
10
月
発
行

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

発
行

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　5月30日（木）、大里生涯学習センター「あすねっと」において、自治会長148名の出席のもと、約
４年ぶりに対面で熊谷市自治会連合会総会を開催しました。
　総会では、成田北部自治会の廣島会長が議長に選出され、全ての議案が承認されました。

　また、永年自治会活動に功績のあった自治会長に対し、感謝状が贈呈されました。

ひ
ろ
ば

第 

32 

号
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令和６年度熊谷市自治会連合会定期総会

総会議案　・令和５年度事業報告及び決算報告　・役員選出（案）
　　　　　・令和６年度事業計画（案）及び予算（案）　・熊谷市自治会連合会名簿取扱規程の一部改正

総会議案は自治連ホームページで
ご覧いただけます。

下記QRコードを読み取るか、
「熊谷市自治会連合会」で

検索すると、該当ページが見つかります。

https://kumagaya-jichiren.com/

　「ひろば」第32号の発行にあたり、御寄稿いただき
ました成田・柿沼・成沢南地区の会長の皆様に感謝
申し上げます。
　各自治会の地域性（立地・構成員・規模）により、
抱える問題点が異なる中で、それぞれの地域により
様 な々活動を行っておられることと思います。
　近年では、各自治体で高齢者の単身世帯が増加
しており、災害発生時のみでなく、平時でも安否確認
が必要だと思われますが、成田地区で実施している
熱中症警戒月間の「無事です！黄色いタオル作戦」
は非常に有効な取り組みで参考になりました。
　本年は、新年早々に震度７の能登半島地震、8月
には宮崎県でも震度６を超える大規模地震、また各
地で異常気象の影響による洪水や土砂崩れ等の災
害が発生しています。
　私たちが暮らしている熊谷市は、利根川・荒川が
流れており、大雨で洪水になれば多くの被害が発生
すると推測されるため、普段から災害に備えてみんな
で協力していくことが大切と考えます。

熊谷市自治会連合会副会長　安澤　栄一

申込みは、下記業者へ連絡をお願いします。
♦㈲サイシン広告 ☎0494-24-3995

枠 サイズ 費用
1枠 100mm×50mm
2枠縦 100mm×105mm 259,600円
2枠横 205mm×50mm 259,600円
4枠 205mm×105mm 479,600円

表紙M枠 100mm×50mm 220,000円
表紙L枠 205mm×50mm 396,000円

129,800円

　
地
域
の
東
側
に
は
、
道
を
挟
ん

で
埼
玉
県
農
業
大
学
校
が
あ
り
、

学
生
の
栽
培
し
た
野
菜
、
お
米
、

花
や
植
木
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
時
間
は
午
後
二
時
か
ら

午
後
三
時
と
短
い
で
す
が
、
ぜ
ひ

開
催
日
を
確
認
の
う
え
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
南
側
に
は
埼
玉
県
農

業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
施
設
に
囲
ま
れ 

た

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（2）

会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会 長 森 田　廣 次

　熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
森
田
で
す
。

　自
治
連
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、ま
た
、日
頃

か
ら
自
治
会
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　今
年
は
約
四
年
ぶ
り
に
自
治
会
連
合
会
総
会
が
、対
面
で
五
月
に
開
催
さ

れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。出
席
さ
れ
た
自
治
会
長
の
皆
様
と
、

久
し
ぶ
り
の
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
の
開
催
で
、大
変
嬉
し
く
、懐
か
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　今
年
は
新
紙
幣
の
発
行
や
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
活
気
溢
れ
る
行
事
が

増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、新
時
代
の
到
来
を
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。近
年
、外
国
人
の
方
々
や
様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
方
々
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。自
治
会
活
動
に
つ
い
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

価
値
観
の
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、よ
り
良
い
仕
組
み
・
組
織
作
り
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、七
月
下
旬
か
ら
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、日
本
代
表
の
選

手
た
ち
が
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。選
手
た
ち
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
、す

べ
て
を
出
し
切
り
流
し
た
涙
を
見
て
、夢
や
希
望
、そ
し
て
感
動
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。同
じ
日
本
に
住
む
者
と
し
て
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、地
域
の
代

表
者
で
あ
る
自
治
会
長
と
し
て
、自
治
会
員
の
皆
様
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　自
治
会
は
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。行
政
の
手
が

届
か
な
い
よ
う
な
地
域
内
で
の
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
が
自
治
会
の
役
割
で
す
。今
一
度
、自
治
会
の
重
要
度
を

再
認
識
し
、自
治
会
の
存
続
・
発
展
の
た
め
、皆
様
で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

自
治
会
長
紹
介

※赤字は地区連合会長
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司

岩
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田
　
悦
子

中
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稔

後
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二

飯
田
　
一
義

漆
原
　
徹
郎

黒
田
　
　
済

島
村
　
秀
和

西
倉
　
武
治

鈴
木
　
幹
男

菊
地 

陽
一

長
野
　
哲
也

笠
原
　
和
也

宮
本
　
　
進

橋
本
　
昌
克

島
村
　
博
文

嶋
貫
　
悟
志

持
田
　
光
恵

久
保
田
禎
彦

松
本
　
正
夫

齋
藤
　
　
伸

間
庭
　
　
博

木
村
　
雅
則

橋
本
　
荘
二

中
村 

一
昭

棚
澤
　
明
文

髙
橋
　
育
生

武
田
　
紀
雄

間
庭
　
𠀋
志

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　会
長・副
会
長
の
紹
介

森田廣次 会長
（西1区選出）

出井哲司 副会長
（中央1区選出）

細井幹夫 副会長
（中央2区選出）

内田功一 副会長
（中央3区選出）

鎌本定雄 副会長
（東区選出）

馬場康一 副会長
（西２区選出）

野口幸雄 副会長
（南区選出）

菊地修一郎 副会長
（北区選出）

白石隆 副会長
（妻沼地区選出）

内田英樹 副会長
（妻沼地区選出）

安澤栄一 副会長
（大里地区選出）

橋本弘 副会長
（江南地区選出）
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私
た
ち
の
自
治
会
は
、熊
谷
駅
か
ら
南
西
方
向
へ
向
か
っ

た
江
南
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
江
南
地
域
で
は
二
十
三
の
自
治
会
が
あ
り
、こ
う
な
ん
ホ

タ
ル
祭
り
、こ
う
な
ん
祭
り
な
ど
の
活
動
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　
成
沢
南
自
治
会
単
独

で
の
活
動
は
、春
と
秋
に

行
わ
れ
る
５
３
０
運
動

で
、地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
す
。

　
日
々
、地
域
の
皆
様

が
率
先
し
て
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
る
お
陰
で
、私
た
ち
の

地
域
は
、ゴ
ミ
も
な
く
常
に
綺
麗
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
自
治
会
の
中
心
に
は
、面
積
１
８
４
８
㎡
の

広
い
南
中
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
公
園
に
は
防
災
倉
庫
が
あ
り
、今
ま
で
自
治
会
長

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
方
々
が
、少
し
ず
つ
で
す
が
災
害
が
起

き
た
時
用
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
そ
ろ
え
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
防
災
品
自
体
は
少
な
い
で
す
が
、今
後
徐
々
に
揃

え
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、防
犯
関
係
で
地
域
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
も
、防
犯
灯
の
新
規
設
置
を
、徐
々
に
で
す
が
計
画

を
立
て
、進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、公
園
内
に

頑
固
な
雑
草
が
多

く
生
え
て
き
ま
す

が
、以
前
の
自
治
会

長
さ
ん
を
中
心
に
地

域
の
皆
様
の
応
援
の

お
陰
で
、常
に
ゴ
ミ

や
雑
草
が
な
く
、子

供
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
綺
麗
な
公
園

を
皆
で
維
持
継
続
し

て
い
ま
す
。

成
沢
南
自
治
会
の
周
辺
情
報

成
沢
南
自
治
会
の
紹
介

成
沢
南
自
治
会
の
活
動
状
況

◇
成
沢
南
自
治
会
◇

会
長

　馬
場
　昇

南中山公園

埼玉県農業大学校

埼玉県農業技術研究センター
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「
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
」

　副
会
長

　内
田

　英
樹

　
二
〇
二
四
年
は
、
能
登
半
島
地
震
と

い
う
大
災
害
か
ら
始
ま
る
波
乱
の
幕
開

け
で
し
た
。
あ
の
地
震
を
機
に
、
自
然

災
害
の
も
た
ら
す
甚
大
な
被
害
と
恐
怖

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
能
登
半
島
地
震
や
過
去
の
大
災
害

か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
役

割
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
〜
９
の
大
地
震

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首

都
直
下
型
地
震
は
、
今
後
三
十
年
以
内

に
70
〜
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
の
予

想
の
範
疇
を
超
え
る
よ
う
な
異
常
気
象

も
増
加
し
て
お
り
、
来
た
る
未
曽
有
の

大
災
害
に
向
け
て
、
今
の
う
ち
か
ら
準

備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の「
公
助
」も
、
も

ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る「
自
助
」、
地
域
の
方
々
で
助

け
合
う「
共
助
」も
同
じ
く
ら
い
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
防
災

意
識
を
強
く
持
ち
、
普
段
か
ら
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
各
自
治
会
で
話
し
合
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
と
い
う
こ
と
わ

ざ
の
通
り
、
来
た
る
大
災
害
に
十
分
に

備
え
、
各
自
治
会
で
協
力
体
制
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　
　

令和6年10月発行令和6年10月発行

令和６年度新任自治会長研修
　7月9日（火）、大里コミュニティセンターにおいて、新しく自治会長になられた方を
対象に、新任自治会長研修を開催し、80名の方に出席していただきました。
　研修では、熊谷市自治会連合会の橋本副会長に、自治会に関する講演をしていた
だいたほか、例年６月にさくらめいとで開催していた、「地域防犯推進委員委嘱式」を
併せて開催しました。
　その後、１グループ10名程度で、自治会として抱えている問題や相談を皆さんで共
有できる自治会長同士の交流会を実施しました。

能登半島地震募金活動
　能登半島での地震災害の発生を受け、熊谷市自治会連合会では
募金活動に取り組んで参りました。募金活動は3月末で終了し、301自
治会から総額12,350,732円の義援金が集まりました。御協力いただ
きましたすべての皆様、誠にありがとうございました。
　いただいた義援金は日本赤十字社埼玉県支部を通じて、被災地へ
送金いたしました。御協力いただきました自治会一覧は自治連ホーム
ページで公開しておりますので、御覧ください。

熊谷市自治会連合会回覧板  広告募集
　熊谷市自治会連合会では、市内全
域の自治会で使用する回覧板を
7,000部作成します。この回覧板に掲
載する広告を募集しています。

※広告枠は、申込みの順に確保し、広告掲載箇所のご希望が重複した場合は、申込みの早い
方が優先されます。　※広告枠が全て埋まり次第、募集を終了させていただきます。

令
和
6
年
10
月
発
行

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

発
行

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　5月30日（木）、大里生涯学習センター「あすねっと」において、自治会長148名の出席のもと、約
４年ぶりに対面で熊谷市自治会連合会総会を開催しました。
　総会では、成田北部自治会の廣島会長が議長に選出され、全ての議案が承認されました。

　また、永年自治会活動に功績のあった自治会長に対し、感謝状が贈呈されました。

ひ
ろ
ば

第 

32 

号

（8）

令和６年度熊谷市自治会連合会定期総会

総会議案　・令和５年度事業報告及び決算報告　・役員選出（案）
　　　　　・令和６年度事業計画（案）及び予算（案）　・熊谷市自治会連合会名簿取扱規程の一部改正

総会議案は自治連ホームページで
ご覧いただけます。

下記QRコードを読み取るか、
「熊谷市自治会連合会」で

検索すると、該当ページが見つかります。

https://kumagaya-jichiren.com/

　「ひろば」第32号の発行にあたり、御寄稿いただき
ました成田・柿沼・成沢南地区の会長の皆様に感謝
申し上げます。
　各自治会の地域性（立地・構成員・規模）により、
抱える問題点が異なる中で、それぞれの地域により
様 な々活動を行っておられることと思います。
　近年では、各自治体で高齢者の単身世帯が増加
しており、災害発生時のみでなく、平時でも安否確認
が必要だと思われますが、成田地区で実施している
熱中症警戒月間の「無事です！黄色いタオル作戦」
は非常に有効な取り組みで参考になりました。
　本年は、新年早々に震度７の能登半島地震、8月
には宮崎県でも震度６を超える大規模地震、また各
地で異常気象の影響による洪水や土砂崩れ等の災
害が発生しています。
　私たちが暮らしている熊谷市は、利根川・荒川が
流れており、大雨で洪水になれば多くの被害が発生
すると推測されるため、普段から災害に備えてみんな
で協力していくことが大切と考えます。

熊谷市自治会連合会副会長　安澤　栄一

申込みは、下記業者へ連絡をお願いします。
♦㈲サイシン広告 ☎0494-24-3995

枠 サイズ 費用
1枠 100mm×50mm
2枠縦 100mm×105mm 259,600円
2枠横 205mm×50mm 259,600円
4枠 205mm×105mm 479,600円

表紙M枠 100mm×50mm 220,000円
表紙L枠 205mm×50mm 396,000円

129,800円

　
地
域
の
東
側
に
は
、
道
を
挟
ん

で
埼
玉
県
農
業
大
学
校
が
あ
り
、

学
生
の
栽
培
し
た
野
菜
、
お
米
、

花
や
植
木
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
時
間
は
午
後
二
時
か
ら

午
後
三
時
と
短
い
で
す
が
、
ぜ
ひ

開
催
日
を
確
認
の
う
え
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
南
側
に
は
埼
玉
県
農

業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
施
設
に
囲
ま
れ 

た

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（2）

会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会 長 森 田　廣 次

　熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
森
田
で
す
。

　自
治
連
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、ま
た
、日
頃

か
ら
自
治
会
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　今
年
は
約
四
年
ぶ
り
に
自
治
会
連
合
会
総
会
が
、対
面
で
五
月
に
開
催
さ

れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。出
席
さ
れ
た
自
治
会
長
の
皆
様
と
、

久
し
ぶ
り
の
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
の
開
催
で
、大
変
嬉
し
く
、懐
か
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　今
年
は
新
紙
幣
の
発
行
や
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
活
気
溢
れ
る
行
事
が

増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、新
時
代
の
到
来
を
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。近
年
、外
国
人
の
方
々
や
様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
方
々
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。自
治
会
活
動
に
つ
い
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

価
値
観
の
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、よ
り
良
い
仕
組
み
・
組
織
作
り
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、七
月
下
旬
か
ら
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、日
本
代
表
の
選

手
た
ち
が
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。選
手
た
ち
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
、す

べ
て
を
出
し
切
り
流
し
た
涙
を
見
て
、夢
や
希
望
、そ
し
て
感
動
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。同
じ
日
本
に
住
む
者
と
し
て
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、地
域
の
代

表
者
で
あ
る
自
治
会
長
と
し
て
、自
治
会
員
の
皆
様
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　自
治
会
は
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。行
政
の
手
が

届
か
な
い
よ
う
な
地
域
内
で
の
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
が
自
治
会
の
役
割
で
す
。今
一
度
、自
治
会
の
重
要
度
を

再
認
識
し
、自
治
会
の
存
続
・
発
展
の
た
め
、皆
様
で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

自
治
会
長
紹
介

※赤字は地区連合会長

中
央
1
区

辻
澤
　
里
奈

宮
﨑
　
俊
之

水
内
　
昭
夫

県
営
熊
谷
末
広
団
地

末
広
四
丁
目

県
営
熊
谷
曙
町
団
地

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

銀 座筑 波

銀
座
一丁
目

銀
座
二
丁
目

銀
座
三
丁
目

銀
座
四
丁
目

銀
七
高
山

住
吉
町

末
広

県
営
熊
谷
銀
座
団
地

筑
波
第
１

筑
波
第
２

筑
波
第
４

筑
波
第
５

筑
波
第
６

筑
波
第
７

桜
木

曙
町一丁
目
第
１

曙
町一丁
目
第
２

曙
町一丁
目
第
３

曙
町
二
丁
目
第
１

曙
町
二
丁
目
第
２

曙
町
三
丁
目

曙
町
四
丁
目

曙
町
五
丁
目

万
平
町
一
丁
目

万
平
町
二
丁
目
第
１

万
平
町
二
丁
目
第
２

万
平
町
二
丁
目
第
３

中
西
第
一

中
西
第
二

中
西
第
三

中
西
第
四

中
西
第
五

中
西
第
六

中
西
第
七

中
西
第
八

自
治
会
名

会
長
名

曙・万平町中 西

出
井
　
哲
司

大
久
保
順
弘

澤
田
　
英
夫

服
部
　
　
清

石
川
　
邦
男

丸
山
　
賢
司

岩
崎
　
喜
彦

武
田
　
悦
子

中
村
　
　
稔

後
藤
　
尚
二

飯
田
　
一
義

漆
原
　
徹
郎

黒
田
　
　
済

島
村
　
秀
和

西
倉
　
武
治

鈴
木
　
幹
男

菊
地 

陽
一

長
野
　
哲
也

笠
原
　
和
也

宮
本
　
　
進

橋
本
　
昌
克

島
村
　
博
文

嶋
貫
　
悟
志

持
田
　
光
恵

久
保
田
禎
彦

松
本
　
正
夫

齋
藤
　
　
伸

間
庭
　
　
博

木
村
　
雅
則

橋
本
　
荘
二

中
村 

一
昭

棚
澤
　
明
文

髙
橋
　
育
生

武
田
　
紀
雄

間
庭
　
𠀋
志

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　会
長・副
会
長
の
紹
介

森田廣次 会長
（西1区選出）

出井哲司 副会長
（中央1区選出）

細井幹夫 副会長
（中央2区選出）

内田功一 副会長
（中央3区選出）

鎌本定雄 副会長
（東区選出）

馬場康一 副会長
（西２区選出）

野口幸雄 副会長
（南区選出）

菊地修一郎 副会長
（北区選出）

白石隆 副会長
（妻沼地区選出）

内田英樹 副会長
（妻沼地区選出）

安澤栄一 副会長
（大里地区選出）

橋本弘 副会長
（江南地区選出）
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私
た
ち
の
自
治
会
は
、熊
谷
駅
か
ら
南
西
方
向
へ
向
か
っ

た
江
南
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
江
南
地
域
で
は
二
十
三
の
自
治
会
が
あ
り
、こ
う
な
ん
ホ

タ
ル
祭
り
、こ
う
な
ん
祭
り
な
ど
の
活
動
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　
成
沢
南
自
治
会
単
独

で
の
活
動
は
、春
と
秋
に

行
わ
れ
る
５
３
０
運
動

で
、地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
す
。

　
日
々
、地
域
の
皆
様

が
率
先
し
て
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
る
お
陰
で
、私
た
ち
の

地
域
は
、ゴ
ミ
も
な
く
常
に
綺
麗
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
自
治
会
の
中
心
に
は
、面
積
１
８
４
８
㎡
の

広
い
南
中
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
公
園
に
は
防
災
倉
庫
が
あ
り
、今
ま
で
自
治
会
長

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
方
々
が
、少
し
ず
つ
で
す
が
災
害
が
起

き
た
時
用
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
そ
ろ
え
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
防
災
品
自
体
は
少
な
い
で
す
が
、今
後
徐
々
に
揃

え
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、防
犯
関
係
で
地
域
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
も
、防
犯
灯
の
新
規
設
置
を
、徐
々
に
で
す
が
計
画

を
立
て
、進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、公
園
内
に

頑
固
な
雑
草
が
多

く
生
え
て
き
ま
す

が
、以
前
の
自
治
会

長
さ
ん
を
中
心
に
地

域
の
皆
様
の
応
援
の

お
陰
で
、常
に
ゴ
ミ

や
雑
草
が
な
く
、子

供
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
綺
麗
な
公
園

を
皆
で
維
持
継
続
し

て
い
ま
す
。

成
沢
南
自
治
会
の
周
辺
情
報

成
沢
南
自
治
会
の
紹
介

成
沢
南
自
治
会
の
活
動
状
況

◇
成
沢
南
自
治
会
◇

会
長

　馬
場
　昇

南中山公園

埼玉県農業大学校

埼玉県農業技術研究センター
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柿
沼
自
治
会
は
、
東
は
妻
沼
県
道
、
西
は
旧
亀
の
道
、

南
は
し
ぶ
や
医
院
通
り
、
北
は
十
七
号
バ
イ
パ
ス
の
北
側

ま
で
の
広
い
範
囲
で
、
令
和
六
年
四
月
時
点
で
千
百
三
十

八
世
帯
の
大
規
模
自
治
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
に
は
大
幡
小
学
校
・
大
幡
中
学
校
・
な
で
し
こ

保
育
園
・
大
幡
団
地
・
ス
ー
パ
ー
ベ
ル
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
お
よ
び
昨
年
の
暮
れ
に
発
生
し
た
火
災
に
よ

り
、
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
集
会
所
が
全
焼
し
て
し
ま
い
、

三
十
名
程
度
が
参
加
し
て
実
施
し
て
い
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
集
会
所
を
使
用
し
て
の
炊
き
出
し
訓
練
は
中
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
報
の
仕
分
け
や
配
布
作
業
は
公
民
館
を
お
借
り
し

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
段
の
問
題
は
生
じ
て
い
ま

せ
ん
。

　
他
の
自
治
会
も
同
様
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
、
空

き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
郵
便
配
達

員
・
新
聞
配
達
員
・
飲
料
販
売
の

皆
様
に
は
見
守
り
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

柿
沼
自
治
会
・
地
区
の
紹
介

活
動
内
容
紹
介

　
大
規
模
ゆ
え
に
自
治
会
員
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
に
は
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
の
自
治
会
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

幡
小
学
校
学
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
を
、
自
治
会
役

員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
日
の
こ
と
で
あ

り
、
現
状
で
も
手
薄
感
は
否
め

ず
、
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
協
力
者
に
は
苦
労
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
今
夏
は
ま
れ

に
み
る
猛
暑
続
き
で
、
体
調
不

良
を
起
こ
さ
な
い
か
心
配
し
て

い
ま
す
。

　
環
境
関
連
で
は
、
桜
を
枯
ら

し
て
し
ま
う
特
定
外
来
生
物
の

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
、
植
物
で
鋭
い
と
げ
を
持
ち
危

険
な
特
定
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
駆
除
を
有

志
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

（6）

　
ま
た
、
柿
沼
掘
を
守
る
会
が
、
十
月
の
マ
ス
釣
り
大

会
で
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
に
釣
り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
一
番
気
が
か
り
な
の
は
、
最
近
の
大
規
模
地
震
や
気
候

変
動
に
伴
う
大
雨
等
災
害
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
で

す
。
市
危
機
管
理
課
の
指
導
の
も
と
、
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

加
藤
　
　
博

岡
安
　
哲
也

荻
山
　
清
二

田
嶋
　
貞
男

柴
﨑
　
和
也

齋
藤
　
　
明

堀
越
　
邦
夫

金
子
　
雄
二

木
島
　
直
樹

飯
田
　
栄
一

若
林
　
誠
二

吉
川
　
勝
己

髙
田
　
敏
昭

弥
生
町
東
部

鎌
倉
町

緑桜
町

箱
田
桜
町

箱
田
神
明
町

箱
田
常
盤

箱
田
宮
本

宮
町
中
央

大
原
東

大
原
西

大
原
南

大
原
北

中
央
3
区

石 原

長
谷
川
　
茂

林
　
　
高
夫

井
上
　
博
雄

石
原
二
丁
目
第
１

石
原
二
丁
目
第
２

石
原
二
丁
目
第
３

自
治
会
名

会
長
名

中
央
2
区

宮 町

加
藤
　
　
守

荻
野
　
節
子

重
竹
　
淳
一

松
本
　
彰
平

出
川
　
成
之

古
川
　
　
亨

島
澤
　
行
雄

岩
佐
　
博
之

林
　
　
義
男

松
原
　
　
博

今
井
　
徹
雄

細
村
　
陽
一

宇
田
川
森
一

中
村
　
和
典

神
沼
　
芳
広

中
村
　
　
豊

細
井
　
幹
夫

高
瀬
　
澄
雄

原
口
　
明
久

大
月
　
政
之

長
谷
川
修
一

田
代
　
博
也

小
島
　
　
博

宮
町
自
治
会
連
合
会

宮
町
第
１

宮
町
第
２

宮
町
第
３

宮
町
第
４

宮
町
第
５
の
１

宮
町
第
５
の
２

宮
町
第
６
の
１

宮
町
第
７
の
１

宮
町
第
７
の
２

元
町
第
１

元
町
第
２

元
町
第
３

元
町
第
４

元
町
第
５

元
町
第
６

本
町
中
央

栄
町

墨
江

弥
生
町
西
部

南
本
町

北
本
町

仲
町 自

治
会
名

会
長
名

元 町本 町

田
町

上
石
第
１

上
石
第
２

石
原
一
丁
目

県
営
石
原
住
宅

田
原
町

月
見
町
一
丁
目

本
石
一
丁
目
第
１

本
石
一
丁
目
第
２

赤
城
町
一
丁
目

赤
城
町
二
丁
目

赤
城
町
三
丁
目

中
島
　
伸
浩

鶴
田
　
幸
二

黒
澤
　
安
博

小
彼
　
邦
行

井
上
由
美
子

新
井
　
秀
夫

牧
野
　
誠
二

吉
野
　
正
平

阿
久
澤
秀
昭

和
田
　
英
利

代
　
奈
津
子

黒
澤
三
千
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

東

区池
上

下
川
上

佐
谷
田
東
区

佐
谷
田
西
区

佐
谷
田
南
区

佐
谷
田
北
区

平
戸

戸
出

久
下
熊
久

久
下
上
区

久
下
下
区

久
下
新
田

太
井

新
井
　
敏
弘

柳
澤
　
　
明

加
藤
　
嘉
宏

原
口
　
勝
法

鈴
木
　
好
一

堀
越
　
雄
一

竹
井
　 

禎

神
沼
公
三
郎

片
桐
　
　
淳

関
根
　
誠
一

仙
代
　
和
己

築
地
　
文
夫

鈴
木
　
国
雄

自
治
会
名

会
長
名

星宮佐谷田久 下

西
２
区三

尻
西
部

三
尻
中
部

三
尻
東
部

拾
六
間
第
１

拾
六
間
第
２

拾
六
間
第
３

新
堀
新
田

自
衛
隊
官
舎
地
区

女
堀

上
川
原

武
体

西
川
原

赤
城

川
原
明
戸

中
郷

広
瀬
東
部

広
瀬
西
部

小
島

広
瀬
中
部

野
鳥
の
森

外
原

新
堀
新
田
北
部

こ
と
ぶ
き
団
地

籠
原
住
宅
連
合

美
土
里
町

籠
原
団
地
第
１

籠
原

籠
原
南

日
神
パ
レ
ス
テ
ー
ジ
籠
原

栁
澤
　
一
正

権
田
　
健
一

荻
野
　
雪
光

根
本
　
義
人

細
野
　
辰
夫

斉
藤
　
治
久

神
田
　 

勇

黒
木
　
友
也

澤
田 

　
寬

富
田
　
彰
男

奥
山
　
康
夫

馬
場
　
康
一

飯
田
　
佳
則

新
井
　
勝
美

馬
場
　
貴
幸

秋
山
　
博
男

深
田
　
　
寛

田
口
　
和
夫

石
井
　
賢
二

小
林
　
明
弘

藤
野
　
和
夫

佐
藤
　
　
保

木
元
　
雅
義

加
藤
　
郁
雄

堀
口
　
靖
夫

柏
﨑
　
　
薫

宗
我
部
悦
功

市
川
　
啓
二

米
良
　
　
厚

自
治
会
名

会
長
名

三 尻大 麻 生籠 原南

区宮
本
町

見
晴
町

伊
勢
町

中
村
　
庄
一

片
岡
　
福
蔵

多
田
　
昌
司

自
治
会
名

会
長
名

荒 川

遠
藤
　
昭
雄

青
木 

　
隆

坂
田
　
料
教

別
府
二
丁
目

別
府
三
丁
目

別
府
四
丁
目

自
治
会
名

会
長
名

別 府

西
１
区

遠
藤
　
　
進

赤
川
　
正
彦

櫻
井
　
正
臣

柘
植
　
宏
之

髙
橋
　
智
之

井
桁
　
明
彦

菅
原
　
孝
男

大
野
　
静
男

砥
抦
　
博
一

今
井
　
章
人

青
木
　
純
雄

廣
島
　
　
茂

三
根
　
登
夫

須
賀
　
康
行

小
林
　
丈
洋

内
田
　
義
信

國
島
　
政
司

市
川
　
政
彦

櫻
井
　
邦
夫

新
井
　
伸
治

栁
澤
　
篤
美

清
水
　
秀
雄

大
澤
　
良
男

木
村
　
照
男

鎌
本
　
定
雄

橋
詰
　
公
雄

成
田
第
１

上
川
上

原
山

成
田
廓

成
田
山

秋
葉

上
之
五
田
塚

辻堀
之
内

宿
裏

下
廓

成
田
北
部

成
田
五
田
塚
第
１

吉
原

上
之
東
部

旧
宿
裏

上
之
北

上
宿

向
諏
訪

西
向
諏
訪

上
原

稲
荷
木
陣
場

東
陣
場

藤
之
宮

京
成
熊
谷
上
之

雀
宮
上
之

自
治
会
名

会
長
名

成 田

玉
井

久
保
島
第
一

久
保
島
第
二

高
柳

県
営
玉
井
団
地

玉
井
中
央

玉
井
在
家

新
堀
第
１

新
堀
第
２

新
堀
第
３

新
堀
第
４

新
堀
第
５

別
府
一
丁
目
五
丁
目

西
別
府

東
別
府

下
増
田

新
井
　
幸
一

篠
塚
　
正
行

斉
藤
　
　
洋

髙
橋
　
　
旦

新
井
　
洋
三

飯
田
　
喜
昭

山
田
　
　
迪

大
澤
　
高
夫

泉
　
二
三
男

森
田
　
廣
次

山
田
　
諭
男

加
藤
　
博
也

伊
藤
　
終
也

杉
田
　
勝
彦

小
池
　
好
弘

鉢
須
　
桂
一

自
治
会
名

会
長
名

玉 井新 堀別 府

中
央
東
肥
塚

肥
塚
雀
宮

県
営
肥
塚
団
地

目
黒
み
ち
子

石
井
由
美
子

北

区

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

肥
塚
中
央

西
肥
塚

南
肥
塚

北
肥
塚

新
里

熊
谷
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

肥
塚
中
島

今
井

中
条
川
北

小
曽
根

大
塚

中
条
川
南

上
奈
良

中
奈
良

下
奈
良

集
福
睦
会

中
妻
団
地

県
営
熊
谷
下
奈
良
団
地

新
島

原
島

柿
沼

代大
幡
団
地

柿
沼
団
地

田
口
　
謙
秀

三
澤
　
節
男

小
林
　
拓
朗

菊
地
修
一
郎

納
見
　
守
夫

白
石
　
芳
雄

塚
越
　
　
勉

松
岡
　
八
彦

伊
藤
　 

計

鯨
井
　
啓
治

三
沢
　
堅
二

池
田
　
三
男

田
口
　
哲
男

塚
本
　
福
典

泉 

　
完
治

花
輪
　
信
幸

髙
橋
　
章
夫

西
村
　
健

青
栁 

　
仁

塚
田
　
良
一

清
水 

　
隆

島
田
　
江
梨

市
川 

　
潤

吉
田
　
晴
男

自
治
会
名

会
長
名

肥 塚中 条奈 良大 幡

※赤字は地区連合会長

棚
沢
　
一
雄

湯
本
　
千
恵

原
口
　
明
也

関
口
　
　
巌

栗
田
　
健
治

渡
辺
　
勇
次

飯
田
　
一
好

平
岡
　
康
伸

宇
野
　
悦
朗

多
田
　
政
治

内
田
　
功
一

関
口
　
義
雄

松
本
　
稔
男

石
原
三
丁
目
第
１

石
原
三
丁
目
第
２

石
原
三
丁
目
第
３

石
原
第
４

本
石
二
丁
目
第
１

本
石
二
丁
目
第
２

本
石
二
丁
目
第
３

本
石
二
丁
目
第
４

本
石
二
丁
目
第
５

聖
天

上
植
木

坪
井
第
１

坪
井
第
２

自
治
会
名

会
長
名

上 石 本石二丁目 石 原

原
　
　
邦
夫

佐
野
　
隆
清

野
口
　
幸
雄

広
沢
　 

勇

長
井
　
淳
一

𠮷
田 

　
晃

堀
　
喜
久
男

片
岡
　
澄
夫

内
池 

　
努

鹿
島
　
紀
之

砂
堀 

宮
前
東
部

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町

村
岡

万
吉

平
塚
新
田

楊
井

熊
谷
ハ
イ
タ
ウ
ン

ダ
イ
ア
パ
レ
ス

　
リ
バー
コ
ー
ト
熊
谷

自
治
会
名

会
長
名

吉 岡 荒 川

成田西部

会
長  

清
水
　隆

◇
柿
沼
自
治
会
◇



（5）

成
沢

水
野
　
照
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

妻
沼
地
区

（4）

大
里
地
区

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管
理

さ
れ
る
こ
と
、暗
い
道
に
防
犯

灯
が
と
も
る
こ
と
、災
害
時
の

た
め
の
備
え
な
ど
、普
段
の
地

域
生
活
を
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
、自
治
会
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治
会

未
加
入
の
方
も
、地
域
の
大
切

な
一
員
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

江
南
地
区

令
和
6
年
8
月
31
日
現
在

全
自
治
会
数 

　
３
６
２
自
治
会

太 田長 井秦

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

坂
田
　
忠
雄

大
河
内
則
男

大
島
　
孝
夫

舩
川
也
寸
志

掛
川
　
喜
之

栗
原
　
善
久

三
間
　
康
久

𠮷
場
　
秀
男

森
　 

道
弥

秋
山
　
君
夫

坂
本
　
麗
子

堀
ノ
内
　
勝

山
崎
　
秀
樹

小
川 

　
隆

柳
沢
　
茂
夫

鴨
居
　
　
隆

内
田
　
英
樹

犬
木
　
郁
子

長
谷
川
好
一

大
鷲
　
雅
明

柿
沼
　 

稔

村
田
　
英
明

岡
戸
　
武
男

須
田
　 

明

須
藤
　
治
也

渡
辺
　 

正

国
本
　
憲
市

堀
口
　 
栄

黒
沢
　 
茂

武
藤
　 

正

白
石
　
輝
男

巻
川
　
光
枝

塚
田
　
正
道

新
堀
　 

猛

島
田
　
正
明

鈴
木
　
善
和

吉
川
　
勝
則

原
島
　 

昇

江
利
川
勝
義

永
井
　
忠
博

江
森
　 

均

増
田
　 

晃

森
　
　
初
男

髙
野
　
康
代

石
井
　
博
義

石
川
　
一
郎

板
倉
　
恒
義

稲
村
　
道
男

自
治
会
名

会
長
名

𠮷
田
　 

茂

井
上
　
盛
幸

若
林
　
健
治

矢
嶋
　
隆
男

島
田
　
春
男

大
久
保
忠
裕

田
所
　
文
雄

金
子
　
勝
夫

田
口
　 

茂

小
﨑
　 

寿

鳥
居
　
秀
行

森
田
　 

弘

新
井
　
博
之

岩
間
　
友
一

小
林
倉
五
郎

須
藤
　
一
幸

安
澤
　
栄
一

鴫
　 

富
之

福
島
　
尚
之

福
田
　 

保

須
藤
　
昌
美

高
橋
　
陽
子

中
山
信
一
郎

岩
切
　
一
範

自
治
会
名

会
長
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

※赤字は地区連合会長

妻 沼

若
宮
・川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

内
田
　 

篤

飯
田
　
初
雄

荻
野
　 

隆

佐
藤
　
啓
一

矢
嶋
　
廣
明

小
林
　 

裕

筑
井
　
一
郎

小
島 

　
進

岡
村
　
晴
夫

萩
原
　
治
夫

荻
原
　
文
夫

鈴
木
　
昌
樹

栗
原
　
一
義

小
林
　
信
一

小
林
　
常
男

市
川
　
弘
和

白
石
　 

隆

石
井
　
久
好

白
石
　
守
司

清
水
　
知
昭

堀
越
　
秀
弘

大
久
保
明
夫

井
田
　
幸
博

村
上
淳
一
朗

箱
田
　 

勉

大
嶋
　
償
八

髙
野
　
弘
志

田
口
　
勝
次

岡
戸
　
雅
生

福
井
　
善
一

高
柳
　
金
司

中
里
　
友
之

戸
井
田
　
猛

原
口
　
秀
明

齊
藤
　
泰
男

赤
石
　
正
明

北
島
　
寿
和

自
治
会
名

会
長
名

男 沼

江 南

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

馬
場
　 

昇

𠮷
田
　
活
夫

髙
橋
　
良
男

新
井
　
幸
男

髙
橋
　
雄
一

笠
原
　
金
壽

市
川
　
保
夫

福
島
　
達
也

須
永
　
常
雄

福
島
　
正
芳

橋
本
　
敏
男

橋
本
　
　
弘

橋
本
　
竹
正

𠮷
田
　
正
巳

三
嶋
　
陽
子

今
井
　
　
清

千
野
　
　
清

宇
治
川
忠
則

冨
田
　
利
夫

山
根
　
裕
美

相
原
　
忠
雄

千
脇
　
憲
治

自
治
会
名

会
長
名

大 里

上之雷電神社

　
成
田
地
区
は
熊
谷
市
東
地
区
に
位
置
し
、
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
武
士
団
が
存

在
し
た
地
域
で
す
。
成
田
氏
が
忍
城
に
行
く
前
ま
で
の

「
館
」が
あ
り
、
こ
の
た
め
上
之
雷
電
神
社
、
泰
蔵
院
、

成
田
氏
館
跡
、
龍
淵
寺
、
伊
弉
諾
神
社
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
遺
産
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
川
上
地
区

に
は
熊
谷
文
化
ス
ポ
ー

ツ
公
園
が
あ
り
、
ジ
ャ

パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ

ワ
ン
の
埼
玉
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の

本
拠
地
と
し
て
素
晴
ら

し
い
ラ
グ
ビ
ー
関
連
施

設
を
は
じ
め
、
こ
の
と

こ
ろ
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
熊
谷
と
し

て
も
メ
ジ
ャ
ー
な
形
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
成
田
自
治
会
連
合
会
で
は
十
七
自
治
会
の
自
治
会
長

で
構
成
す
る
理
事
会
の
場
で
、
価
値
観
の
多
様
化
で
自

治
会
活
動
が
難
し
い
時
代
で
も
あ
る
た
め
、
特
筆
す
べ
き

活
動
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
は
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
最
も
大
き
な

力
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
日
頃
の
活

動
で
、
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。

新
年
早
々
、
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

一
カ
月
前
、
市
役
所
及
び
小
学
校
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
成
田
地
区
の
全
自
治
会
長
、
成
田
消
防
分
団

が
指
定
避
難
所
で
あ
る
成
田
星
宮
小
学
校
に
集
結
し
、

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
安
心
ガ
イ
ド
や
パ
ネ
ル
を
基
に
し
た
講
義
の
受
講
後
、

体
育
館
で
避
難
所
開
設
の
実
技
を
行
い
、
災
害
時
の
避

難
場
所
、
食
料
、
資
機
材
、
備
品
、
消
耗
品
等
の
備
蓄

品
の
数
量
も
含
め
て
確
認
し
、
最
後
に
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
参
加
者
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
成
田
地
区
全
自
治
会
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
自
治
会

毎
に
数
年
前
か
ら
地
震
発
生
想
定
で「
無
事
で
す
」と
書

か
れ
た
黄
色
い
タ
オ
ル
に
よ
り
、
安
否
確
認
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
之
五
田
塚
自
治
会
で
は
こ
の
黄

色
い
タ
オ
ル
を
利
用
し
、「
熱
中
症
警
戒
月
間
」と
し
て
八

月
の
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
こ
の
黄
色
い
タ
オ
ル
を

各
世
帯
で
玄
関
先
に
吊
る
し
て
い
た
だ
き
、
十
九
班
あ
る

各
班
長
が
確
認
す
る
、「
無
事
で
す
！
黄
色
い
タ
オ
ル
作

戦
」を
行
い
、
行
動
の
習
慣
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
成
田
自
治
会
連
合
会
◇会

長  

廣
島
　茂

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
の
実
施

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
安
否
確
認

「
無
事
で
す
」の
実
施

成
田
自
治
会
連
合
会
・
地
区
の
紹
介

（5）

成
沢

水
野
　
照
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

妻
沼
地
区

（4）

大
里
地
区

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管
理

さ
れ
る
こ
と
、暗
い
道
に
防
犯

灯
が
と
も
る
こ
と
、災
害
時
の

た
め
の
備
え
な
ど
、普
段
の
地

域
生
活
を
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
、自
治
会
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治
会

未
加
入
の
方
も
、地
域
の
大
切

な
一
員
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

江
南
地
区

令
和
6
年
8
月
31
日
現
在

全
自
治
会
数 

　
３
６
２
自
治
会

太 田長 井秦

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

坂
田
　
忠
雄

大
河
内
則
男

大
島
　
孝
夫

舩
川
也
寸
志

掛
川
　
喜
之

栗
原
　
善
久

三
間
　
康
久

𠮷
場
　
秀
男

森
　 

道
弥

秋
山
　
君
夫

坂
本
　
麗
子

堀
ノ
内
　
勝

山
崎
　
秀
樹

小
川 

　
隆

柳
沢
　
茂
夫

鴨
居
　
　
隆

内
田
　
英
樹

犬
木
　
郁
子

長
谷
川
好
一

大
鷲
　
雅
明

柿
沼
　 

稔

村
田
　
英
明

岡
戸
　
武
男

須
田
　 

明

須
藤
　
治
也

渡
辺
　 

正

国
本
　
憲
市

堀
口
　 

栄

黒
沢
　 

茂

武
藤
　 

正

白
石
　
輝
男

巻
川
　
光
枝

塚
田
　
正
道

新
堀
　 

猛

島
田
　
正
明

鈴
木
　
善
和

吉
川
　
勝
則

原
島
　 

昇

江
利
川
勝
義

永
井
　
忠
博

江
森
　 

均

増
田
　 

晃

森
　
　
初
男

髙
野
　
康
代

石
井
　
博
義

石
川
　
一
郎

板
倉
　
恒
義

稲
村
　
道
男

自
治
会
名

会
長
名

𠮷
田
　 

茂

井
上
　
盛
幸

若
林
　
健
治

矢
嶋
　
隆
男

島
田
　
春
男

大
久
保
忠
裕

田
所
　
文
雄

金
子
　
勝
夫

田
口
　 

茂

小
﨑
　 

寿

鳥
居
　
秀
行

森
田
　 

弘

新
井
　
博
之

岩
間
　
友
一

小
林
倉
五
郎

須
藤
　
一
幸

安
澤
　
栄
一

鴫
　 

富
之

福
島
　
尚
之

福
田
　 

保

須
藤
　
昌
美

高
橋
　
陽
子

中
山
信
一
郎

岩
切
　
一
範

自
治
会
名

会
長
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

※赤字は地区連合会長

妻 沼

若
宮
・川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

内
田
　 

篤

飯
田
　
初
雄

荻
野
　 

隆

佐
藤
　
啓
一

矢
嶋
　
廣
明

小
林
　 

裕

筑
井
　
一
郎

小
島 

　
進

岡
村
　
晴
夫

萩
原
　
治
夫

荻
原
　
文
夫

鈴
木
　
昌
樹

栗
原
　
一
義

小
林
　
信
一

小
林
　
常
男

市
川
　
弘
和

白
石
　 

隆

石
井
　
久
好

白
石
　
守
司

清
水
　
知
昭

堀
越
　
秀
弘

大
久
保
明
夫

井
田
　
幸
博

村
上
淳
一
朗

箱
田
　 

勉

大
嶋
　
償
八

髙
野
　
弘
志

田
口
　
勝
次

岡
戸
　
雅
生

福
井
　
善
一

高
柳
　
金
司

中
里
　
友
之

戸
井
田
　
猛

原
口
　
秀
明

齊
藤
　
泰
男

赤
石
　
正
明

北
島
　
寿
和

自
治
会
名

会
長
名

男 沼

江 南

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

馬
場
　 

昇

𠮷
田
　
活
夫

髙
橋
　
良
男

新
井
　
幸
男

髙
橋
　
雄
一

笠
原
　
金
壽

市
川
　
保
夫

福
島
　
達
也

須
永
　
常
雄

福
島
　
正
芳

橋
本
　
敏
男

橋
本
　
　
弘

橋
本
　
竹
正

𠮷
田
　
正
巳

三
嶋
　
陽
子

今
井
　
　
清

千
野
　
　
清

宇
治
川
忠
則

冨
田
　
利
夫

山
根
　
裕
美

相
原
　
忠
雄

千
脇
　
憲
治

自
治
会
名

会
長
名

大 里

上之雷電神社

　
成
田
地
区
は
熊
谷
市
東
地
区
に
位
置
し
、
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
武
士
団
が
存

在
し
た
地
域
で
す
。
成
田
氏
が
忍
城
に
行
く
前
ま
で
の

「
館
」が
あ
り
、
こ
の
た
め
上
之
雷
電
神
社
、
泰
蔵
院
、

成
田
氏
館
跡
、
龍
淵
寺
、
伊
弉
諾
神
社
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
遺
産
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
川
上
地
区

に
は
熊
谷
文
化
ス
ポ
ー

ツ
公
園
が
あ
り
、
ジ
ャ

パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ

ワ
ン
の
埼
玉
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の

本
拠
地
と
し
て
素
晴
ら

し
い
ラ
グ
ビ
ー
関
連
施

設
を
は
じ
め
、
こ
の
と

こ
ろ
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
熊
谷
と
し

て
も
メ
ジ
ャ
ー
な
形
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
成
田
自
治
会
連
合
会
で
は
十
七
自
治
会
の
自
治
会
長

で
構
成
す
る
理
事
会
の
場
で
、
価
値
観
の
多
様
化
で
自

治
会
活
動
が
難
し
い
時
代
で
も
あ
る
た
め
、
特
筆
す
べ
き

活
動
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
は
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
最
も
大
き
な

力
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
日
頃
の
活

動
で
、
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。

新
年
早
々
、
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

一
カ
月
前
、
市
役
所
及
び
小
学
校
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
成
田
地
区
の
全
自
治
会
長
、
成
田
消
防
分
団

が
指
定
避
難
所
で
あ
る
成
田
星
宮
小
学
校
に
集
結
し
、

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
安
心
ガ
イ
ド
や
パ
ネ
ル
を
基
に
し
た
講
義
の
受
講
後
、

体
育
館
で
避
難
所
開
設
の
実
技
を
行
い
、
災
害
時
の
避

難
場
所
、
食
料
、
資
機
材
、
備
品
、
消
耗
品
等
の
備
蓄

品
の
数
量
も
含
め
て
確
認
し
、
最
後
に
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
参
加
者
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
成
田
地
区
全
自
治
会
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
自
治
会

毎
に
数
年
前
か
ら
地
震
発
生
想
定
で「
無
事
で
す
」と
書

か
れ
た
黄
色
い
タ
オ
ル
に
よ
り
、
安
否
確
認
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
之
五
田
塚
自
治
会
で
は
こ
の
黄

色
い
タ
オ
ル
を
利
用
し
、「
熱
中
症
警
戒
月
間
」と
し
て
八

月
の
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
こ
の
黄
色
い
タ
オ
ル
を

各
世
帯
で
玄
関
先
に
吊
る
し
て
い
た
だ
き
、
十
九
班
あ
る

各
班
長
が
確
認
す
る
、「
無
事
で
す
！
黄
色
い
タ
オ
ル
作

戦
」を
行
い
、
行
動
の
習
慣
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
成
田
自
治
会
連
合
会
◇会

長  

廣
島
　茂

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
の
実
施

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
安
否
確
認

「
無
事
で
す
」の
実
施

成
田
自
治
会
連
合
会
・
地
区
の
紹
介



アメリカオニアザミ

クビアカツヤカミキリ

（3）
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柿
沼
自
治
会
は
、
東
は
妻
沼
県
道
、
西
は
旧
亀
の
道
、

南
は
し
ぶ
や
医
院
通
り
、
北
は
十
七
号
バ
イ
パ
ス
の
北
側

ま
で
の
広
い
範
囲
で
、
令
和
六
年
四
月
時
点
で
千
百
三
十

八
世
帯
の
大
規
模
自
治
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
に
は
大
幡
小
学
校
・
大
幡
中
学
校
・
な
で
し
こ

保
育
園
・
大
幡
団
地
・
ス
ー
パ
ー
ベ
ル
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
お
よ
び
昨
年
の
暮
れ
に
発
生
し
た
火
災
に
よ

り
、
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
集
会
所
が
全
焼
し
て
し
ま
い
、

三
十
名
程
度
が
参
加
し
て
実
施
し
て
い
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
集
会
所
を
使
用
し
て
の
炊
き
出
し
訓
練
は
中
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
報
の
仕
分
け
や
配
布
作
業
は
公
民
館
を
お
借
り
し

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
段
の
問
題
は
生
じ
て
い
ま

せ
ん
。

　
他
の
自
治
会
も
同
様
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
、
空

き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
郵
便
配
達

員
・
新
聞
配
達
員
・
飲
料
販
売
の

皆
様
に
は
見
守
り
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

柿
沼
自
治
会
・
地
区
の
紹
介

活
動
内
容
紹
介

　
大
規
模
ゆ
え
に
自
治
会
員
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
に
は
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
の
自
治
会
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

幡
小
学
校
学
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
を
、
自
治
会
役

員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
日
の
こ
と
で
あ

り
、
現
状
で
も
手
薄
感
は
否
め

ず
、
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
協
力
者
に
は
苦
労
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
今
夏
は
ま
れ

に
み
る
猛
暑
続
き
で
、
体
調
不

良
を
起
こ
さ
な
い
か
心
配
し
て

い
ま
す
。

　
環
境
関
連
で
は
、
桜
を
枯
ら

し
て
し
ま
う
特
定
外
来
生
物
の

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
、
植
物
で
鋭
い
と
げ
を
持
ち
危

険
な
特
定
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
駆
除
を
有

志
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

（6）

　
ま
た
、
柿
沼
掘
を
守
る
会
が
、
十
月
の
マ
ス
釣
り
大

会
で
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
に
釣
り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
一
番
気
が
か
り
な
の
は
、
最
近
の
大
規
模
地
震
や
気
候

変
動
に
伴
う
大
雨
等
災
害
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
で

す
。
市
危
機
管
理
課
の
指
導
の
も
と
、
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

加
藤
　
　
博

岡
安
　
哲
也

荻
山
　
清
二

田
嶋
　
貞
男

柴
﨑
　
和
也

齋
藤
　
　
明

堀
越
　
邦
夫

金
子
　
雄
二

木
島
　
直
樹

飯
田
　
栄
一

若
林
　
誠
二

吉
川
　
勝
己

髙
田
　
敏
昭

弥
生
町
東
部

鎌
倉
町

緑桜
町

箱
田
桜
町

箱
田
神
明
町

箱
田
常
盤

箱
田
宮
本

宮
町
中
央

大
原
東

大
原
西

大
原
南

大
原
北

中
央
3
区

石 原

長
谷
川
　
茂

林
　
　
高
夫

井
上
　
博
雄

石
原
二
丁
目
第
１

石
原
二
丁
目
第
２

石
原
二
丁
目
第
３

自
治
会
名

会
長
名

中
央
2
区

宮 町

加
藤
　
　
守

荻
野
　
節
子

重
竹
　
淳
一

松
本
　
彰
平

出
川
　
成
之

古
川
　
　
亨

島
澤
　
行
雄

岩
佐
　
博
之

林
　
　
義
男

松
原
　
　
博

今
井
　
徹
雄

細
村
　
陽
一

宇
田
川
森
一

中
村
　
和
典

神
沼
　
芳
広

中
村
　
　
豊

細
井
　
幹
夫

高
瀬
　
澄
雄

原
口
　
明
久

大
月
　
政
之

長
谷
川
修
一

田
代
　
博
也

小
島
　
　
博

宮
町
自
治
会
連
合
会

宮
町
第
１

宮
町
第
２

宮
町
第
３

宮
町
第
４

宮
町
第
５
の
１

宮
町
第
５
の
２

宮
町
第
６
の
１

宮
町
第
７
の
１

宮
町
第
７
の
２

元
町
第
１

元
町
第
２

元
町
第
３

元
町
第
４

元
町
第
５

元
町
第
６

本
町
中
央

栄
町

墨
江

弥
生
町
西
部

南
本
町

北
本
町

仲
町 自

治
会
名

会
長
名

元 町本 町

田
町

上
石
第
１

上
石
第
２

石
原
一
丁
目

県
営
石
原
住
宅

田
原
町

月
見
町
一
丁
目

本
石
一
丁
目
第
１

本
石
一
丁
目
第
２

赤
城
町
一
丁
目

赤
城
町
二
丁
目

赤
城
町
三
丁
目

中
島
　
伸
浩

鶴
田
　
幸
二

黒
澤
　
安
博

小
彼
　
邦
行

井
上
由
美
子

新
井
　
秀
夫

牧
野
　
誠
二

吉
野
　
正
平

阿
久
澤
秀
昭

和
田
　
英
利

代
　
奈
津
子

黒
澤
三
千
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

東

区池
上

下
川
上

佐
谷
田
東
区

佐
谷
田
西
区

佐
谷
田
南
区

佐
谷
田
北
区

平
戸

戸
出

久
下
熊
久

久
下
上
区

久
下
下
区

久
下
新
田

太
井

新
井
　
敏
弘

柳
澤
　
　
明

加
藤
　
嘉
宏

原
口
　
勝
法

鈴
木
　
好
一

堀
越
　
雄
一

竹
井
　 

禎

神
沼
公
三
郎

片
桐
　
　
淳

関
根
　
誠
一

仙
代
　
和
己

築
地
　
文
夫

鈴
木
　
国
雄

自
治
会
名

会
長
名

星宮佐谷田久 下

西
２
区三

尻
西
部

三
尻
中
部

三
尻
東
部

拾
六
間
第
１

拾
六
間
第
２

拾
六
間
第
３

新
堀
新
田

自
衛
隊
官
舎
地
区

女
堀

上
川
原

武
体

西
川
原

赤
城

川
原
明
戸

中
郷

広
瀬
東
部

広
瀬
西
部

小
島

広
瀬
中
部

野
鳥
の
森

外
原

新
堀
新
田
北
部

こ
と
ぶ
き
団
地

籠
原
住
宅
連
合

美
土
里
町

籠
原
団
地
第
１

籠
原

籠
原
南

日
神
パ
レ
ス
テ
ー
ジ
籠
原

栁
澤
　
一
正

権
田
　
健
一

荻
野
　
雪
光

根
本
　
義
人

細
野
　
辰
夫

斉
藤
　
治
久

神
田
　 

勇

黒
木
　
友
也

澤
田 

　
寬

富
田
　
彰
男

奥
山
　
康
夫

馬
場
　
康
一

飯
田
　
佳
則

新
井
　
勝
美

馬
場
　
貴
幸

秋
山
　
博
男

深
田
　
　
寛

田
口
　
和
夫

石
井
　
賢
二

小
林
　
明
弘

藤
野
　
和
夫

佐
藤
　
　
保

木
元
　
雅
義

加
藤
　
郁
雄

堀
口
　
靖
夫

柏
﨑
　
　
薫

宗
我
部
悦
功

市
川
　
啓
二

米
良
　
　
厚

自
治
会
名

会
長
名

三 尻大 麻 生籠 原南

区宮
本
町

見
晴
町

伊
勢
町

中
村
　
庄
一

片
岡
　
福
蔵

多
田
　
昌
司

自
治
会
名

会
長
名

荒 川

遠
藤
　
昭
雄

青
木 

　
隆

坂
田
　
料
教

別
府
二
丁
目

別
府
三
丁
目

別
府
四
丁
目

自
治
会
名

会
長
名

別 府

西
１
区

遠
藤
　
　
進

赤
川
　
正
彦

櫻
井
　
正
臣

柘
植
　
宏
之

髙
橋
　
智
之

井
桁
　
明
彦

菅
原
　
孝
男

大
野
　
静
男

砥
抦
　
博
一

今
井
　
章
人

青
木
　
純
雄

廣
島
　
　
茂

三
根
　
登
夫

須
賀
　
康
行

小
林
　
丈
洋

内
田
　
義
信

國
島
　
政
司

市
川
　
政
彦

櫻
井
　
邦
夫

新
井
　
伸
治

栁
澤
　
篤
美

清
水
　
秀
雄

大
澤
　
良
男

木
村
　
照
男

鎌
本
　
定
雄

橋
詰
　
公
雄

成
田
第
１

上
川
上

原
山

成
田
廓

成
田
山

秋
葉

上
之
五
田
塚

辻堀
之
内

宿
裏

下
廓

成
田
北
部

成
田
五
田
塚
第
１

吉
原

上
之
東
部

旧
宿
裏

上
之
北

上
宿

向
諏
訪

西
向
諏
訪

上
原

稲
荷
木
陣
場

東
陣
場

藤
之
宮

京
成
熊
谷
上
之

雀
宮
上
之

自
治
会
名

会
長
名

成 田

玉
井

久
保
島
第
一

久
保
島
第
二

高
柳

県
営
玉
井
団
地

玉
井
中
央

玉
井
在
家

新
堀
第
１

新
堀
第
２

新
堀
第
３

新
堀
第
４

新
堀
第
５

別
府
一
丁
目
五
丁
目

西
別
府

東
別
府

下
増
田

新
井
　
幸
一

篠
塚
　
正
行

斉
藤
　
　
洋

髙
橋
　
　
旦

新
井
　
洋
三

飯
田
　
喜
昭

山
田
　
　
迪

大
澤
　
高
夫

泉
　
二
三
男

森
田
　
廣
次

山
田
　
諭
男

加
藤
　
博
也

伊
藤
　
終
也

杉
田
　
勝
彦

小
池
　
好
弘

鉢
須
　
桂
一

自
治
会
名

会
長
名

玉 井新 堀別 府

中
央
東
肥
塚

肥
塚
雀
宮

県
営
肥
塚
団
地

目
黒
み
ち
子

石
井
由
美
子

北

区

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

肥
塚
中
央

西
肥
塚

南
肥
塚

北
肥
塚

新
里

熊
谷
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

肥
塚
中
島

今
井

中
条
川
北

小
曽
根

大
塚

中
条
川
南

上
奈
良

中
奈
良

下
奈
良

集
福
睦
会

中
妻
団
地

県
営
熊
谷
下
奈
良
団
地

新
島

原
島

柿
沼

代大
幡
団
地

柿
沼
団
地

田
口
　
謙
秀

三
澤
　
節
男

小
林
　
拓
朗

菊
地
修
一
郎

納
見
　
守
夫

白
石
　
芳
雄

塚
越
　
　
勉

松
岡
　
八
彦

伊
藤
　 

計

鯨
井
　
啓
治

三
沢
　
堅
二

池
田
　
三
男

田
口
　
哲
男

塚
本
　
福
典

泉 

　
完
治

花
輪
　
信
幸

髙
橋
　
章
夫

西
村
　
健

青
栁 

　
仁

塚
田
　
良
一

清
水 

　
隆

島
田
　
江
梨

市
川 

　
潤

吉
田
　
晴
男

自
治
会
名

会
長
名

肥 塚中 条奈 良大 幡

※赤字は地区連合会長

棚
沢
　
一
雄

湯
本
　
千
恵

原
口
　
明
也

関
口
　
　
巌

栗
田
　
健
治

渡
辺
　
勇
次

飯
田
　
一
好

平
岡
　
康
伸

宇
野
　
悦
朗

多
田
　
政
治

内
田
　
功
一

関
口
　
義
雄

松
本
　
稔
男

石
原
三
丁
目
第
１

石
原
三
丁
目
第
２

石
原
三
丁
目
第
３

石
原
第
４

本
石
二
丁
目
第
１

本
石
二
丁
目
第
２

本
石
二
丁
目
第
３

本
石
二
丁
目
第
４

本
石
二
丁
目
第
５

聖
天

上
植
木

坪
井
第
１

坪
井
第
２

自
治
会
名

会
長
名

上 石 本石二丁目 石 原

原
　
　
邦
夫

佐
野
　
隆
清

野
口
　
幸
雄

広
沢
　 

勇

長
井
　
淳
一

𠮷
田 

　
晃

堀
　
喜
久
男

片
岡
　
澄
夫

内
池 

　
努

鹿
島
　
紀
之

砂
堀 

宮
前
東
部

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町

村
岡

万
吉

平
塚
新
田

楊
井

熊
谷
ハ
イ
タ
ウ
ン

ダ
イ
ア
パ
レ
ス

　
リ
バー
コ
ー
ト
熊
谷

自
治
会
名

会
長
名

吉 岡 荒 川

成田西部

会
長  

清
水
　隆

◇
柿
沼
自
治
会
◇

（5）

成
沢

水
野
　
照
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

妻
沼
地
区

（4）

大
里
地
区

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管
理

さ
れ
る
こ
と
、暗
い
道
に
防
犯

灯
が
と
も
る
こ
と
、災
害
時
の

た
め
の
備
え
な
ど
、普
段
の
地

域
生
活
を
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
、自
治
会
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治
会

未
加
入
の
方
も
、地
域
の
大
切

な
一
員
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

江
南
地
区

令
和
6
年
8
月
31
日
現
在

全
自
治
会
数 

　
３
６
２
自
治
会

太 田長 井秦

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

坂
田
　
忠
雄

大
河
内
則
男

大
島
　
孝
夫

舩
川
也
寸
志

掛
川
　
喜
之

栗
原
　
善
久

三
間
　
康
久

𠮷
場
　
秀
男

森
　 

道
弥

秋
山
　
君
夫

坂
本
　
麗
子

堀
ノ
内
　
勝

山
崎
　
秀
樹

小
川 

　
隆

柳
沢
　
茂
夫

鴨
居
　
　
隆

内
田
　
英
樹

犬
木
　
郁
子

長
谷
川
好
一

大
鷲
　
雅
明

柿
沼
　 

稔

村
田
　
英
明

岡
戸
　
武
男

須
田
　 

明

須
藤
　
治
也

渡
辺
　 

正

国
本
　
憲
市

堀
口
　 

栄

黒
沢
　 

茂

武
藤
　 

正

白
石
　
輝
男

巻
川
　
光
枝

塚
田
　
正
道

新
堀
　 

猛

島
田
　
正
明

鈴
木
　
善
和

吉
川
　
勝
則

原
島
　 

昇

江
利
川
勝
義

永
井
　
忠
博

江
森
　 

均

増
田
　 

晃

森
　
　
初
男

髙
野
　
康
代

石
井
　
博
義

石
川
　
一
郎

板
倉
　
恒
義

稲
村
　
道
男

自
治
会
名

会
長
名

𠮷
田
　 

茂

井
上
　
盛
幸

若
林
　
健
治

矢
嶋
　
隆
男

島
田
　
春
男

大
久
保
忠
裕

田
所
　
文
雄

金
子
　
勝
夫

田
口
　 

茂

小
﨑
　 

寿

鳥
居
　
秀
行

森
田
　 

弘

新
井
　
博
之

岩
間
　
友
一

小
林
倉
五
郎

須
藤
　
一
幸

安
澤
　
栄
一

鴫
　 

富
之

福
島
　
尚
之

福
田
　 

保

須
藤
　
昌
美

高
橋
　
陽
子

中
山
信
一
郎

岩
切
　
一
範

自
治
会
名

会
長
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

※赤字は地区連合会長

妻 沼

若
宮
・川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

内
田
　 

篤

飯
田
　
初
雄

荻
野
　 

隆

佐
藤
　
啓
一

矢
嶋
　
廣
明

小
林
　 

裕

筑
井
　
一
郎

小
島 

　
進

岡
村
　
晴
夫

萩
原
　
治
夫

荻
原
　
文
夫

鈴
木
　
昌
樹

栗
原
　
一
義

小
林
　
信
一

小
林
　
常
男

市
川
　
弘
和

白
石
　 

隆

石
井
　
久
好

白
石
　
守
司

清
水
　
知
昭

堀
越
　
秀
弘

大
久
保
明
夫

井
田
　
幸
博

村
上
淳
一
朗

箱
田
　 

勉

大
嶋
　
償
八

髙
野
　
弘
志

田
口
　
勝
次

岡
戸
　
雅
生

福
井
　
善
一

高
柳
　
金
司

中
里
　
友
之

戸
井
田
　
猛

原
口
　
秀
明

齊
藤
　
泰
男

赤
石
　
正
明

北
島
　
寿
和

自
治
会
名

会
長
名

男 沼

江 南

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

馬
場
　 

昇

𠮷
田
　
活
夫

髙
橋
　
良
男

新
井
　
幸
男

髙
橋
　
雄
一

笠
原
　
金
壽

市
川
　
保
夫

福
島
　
達
也

須
永
　
常
雄

福
島
　
正
芳

橋
本
　
敏
男

橋
本
　
　
弘

橋
本
　
竹
正

𠮷
田
　
正
巳

三
嶋
　
陽
子

今
井
　
　
清

千
野
　
　
清

宇
治
川
忠
則

冨
田
　
利
夫

山
根
　
裕
美

相
原
　
忠
雄

千
脇
　
憲
治

自
治
会
名

会
長
名

大 里

上之雷電神社

　
成
田
地
区
は
熊
谷
市
東
地
区
に
位
置
し
、
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
武
士
団
が
存

在
し
た
地
域
で
す
。
成
田
氏
が
忍
城
に
行
く
前
ま
で
の

「
館
」が
あ
り
、
こ
の
た
め
上
之
雷
電
神
社
、
泰
蔵
院
、

成
田
氏
館
跡
、
龍
淵
寺
、
伊
弉
諾
神
社
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
遺
産
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
川
上
地
区

に
は
熊
谷
文
化
ス
ポ
ー

ツ
公
園
が
あ
り
、
ジ
ャ

パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ

ワ
ン
の
埼
玉
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の

本
拠
地
と
し
て
素
晴
ら

し
い
ラ
グ
ビ
ー
関
連
施

設
を
は
じ
め
、
こ
の
と

こ
ろ
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
熊
谷
と
し

て
も
メ
ジ
ャ
ー
な
形
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
成
田
自
治
会
連
合
会
で
は
十
七
自
治
会
の
自
治
会
長

で
構
成
す
る
理
事
会
の
場
で
、
価
値
観
の
多
様
化
で
自

治
会
活
動
が
難
し
い
時
代
で
も
あ
る
た
め
、
特
筆
す
べ
き

活
動
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
は
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
最
も
大
き
な

力
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
日
頃
の
活

動
で
、
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。

新
年
早
々
、
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

一
カ
月
前
、
市
役
所
及
び
小
学
校
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
成
田
地
区
の
全
自
治
会
長
、
成
田
消
防
分
団

が
指
定
避
難
所
で
あ
る
成
田
星
宮
小
学
校
に
集
結
し
、

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
安
心
ガ
イ
ド
や
パ
ネ
ル
を
基
に
し
た
講
義
の
受
講
後
、

体
育
館
で
避
難
所
開
設
の
実
技
を
行
い
、
災
害
時
の
避

難
場
所
、
食
料
、
資
機
材
、
備
品
、
消
耗
品
等
の
備
蓄

品
の
数
量
も
含
め
て
確
認
し
、
最
後
に
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
参
加
者
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
成
田
地
区
全
自
治
会
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
自
治
会

毎
に
数
年
前
か
ら
地
震
発
生
想
定
で「
無
事
で
す
」と
書

か
れ
た
黄
色
い
タ
オ
ル
に
よ
り
、
安
否
確
認
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
之
五
田
塚
自
治
会
で
は
こ
の
黄

色
い
タ
オ
ル
を
利
用
し
、「
熱
中
症
警
戒
月
間
」と
し
て
八

月
の
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
こ
の
黄
色
い
タ
オ
ル
を

各
世
帯
で
玄
関
先
に
吊
る
し
て
い
た
だ
き
、
十
九
班
あ
る

各
班
長
が
確
認
す
る
、「
無
事
で
す
！
黄
色
い
タ
オ
ル
作

戦
」を
行
い
、
行
動
の
習
慣
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
成
田
自
治
会
連
合
会
◇会

長  

廣
島
　茂

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
の
実
施

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
安
否
確
認

「
無
事
で
す
」の
実
施

成
田
自
治
会
連
合
会
・
地
区
の
紹
介

（5）

成
沢

水
野
　
照
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

妻
沼
地
区

（4）

大
里
地
区

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管
理

さ
れ
る
こ
と
、暗
い
道
に
防
犯

灯
が
と
も
る
こ
と
、災
害
時
の

た
め
の
備
え
な
ど
、普
段
の
地

域
生
活
を
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
、自
治
会
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治
会

未
加
入
の
方
も
、地
域
の
大
切

な
一
員
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

江
南
地
区

令
和
6
年
8
月
31
日
現
在

全
自
治
会
数 

　
３
６
２
自
治
会

太 田長 井秦

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

坂
田
　
忠
雄

大
河
内
則
男

大
島
　
孝
夫

舩
川
也
寸
志

掛
川
　
喜
之

栗
原
　
善
久

三
間
　
康
久

𠮷
場
　
秀
男

森
　 

道
弥

秋
山
　
君
夫

坂
本
　
麗
子

堀
ノ
内
　
勝

山
崎
　
秀
樹

小
川 

　
隆

柳
沢
　
茂
夫

鴨
居
　
　
隆

内
田
　
英
樹

犬
木
　
郁
子

長
谷
川
好
一

大
鷲
　
雅
明

柿
沼
　 

稔

村
田
　
英
明

岡
戸
　
武
男

須
田
　 

明

須
藤
　
治
也

渡
辺
　 

正

国
本
　
憲
市

堀
口
　 

栄

黒
沢
　 

茂

武
藤
　 

正

白
石
　
輝
男

巻
川
　
光
枝

塚
田
　
正
道

新
堀
　 

猛

島
田
　
正
明

鈴
木
　
善
和

吉
川
　
勝
則

原
島
　 

昇

江
利
川
勝
義

永
井
　
忠
博

江
森
　 

均

増
田
　 

晃

森
　
　
初
男

髙
野
　
康
代

石
井
　
博
義

石
川
　
一
郎

板
倉
　
恒
義

稲
村
　
道
男

自
治
会
名

会
長
名

𠮷
田
　 

茂

井
上
　
盛
幸

若
林
　
健
治

矢
嶋
　
隆
男

島
田
　
春
男

大
久
保
忠
裕

田
所
　
文
雄

金
子
　
勝
夫

田
口
　 

茂

小
﨑
　 

寿

鳥
居
　
秀
行

森
田
　 

弘

新
井
　
博
之

岩
間
　
友
一

小
林
倉
五
郎

須
藤
　
一
幸

安
澤
　
栄
一

鴫
　 

富
之

福
島
　
尚
之

福
田
　 

保

須
藤
　
昌
美

高
橋
　
陽
子

中
山
信
一
郎

岩
切
　
一
範

自
治
会
名

会
長
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目
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妻 沼

若
宮
・川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

内
田
　 

篤

飯
田
　
初
雄

荻
野
　 

隆

佐
藤
　
啓
一

矢
嶋
　
廣
明

小
林
　 

裕

筑
井
　
一
郎

小
島 

　
進

岡
村
　
晴
夫

萩
原
　
治
夫

荻
原
　
文
夫

鈴
木
　
昌
樹

栗
原
　
一
義

小
林
　
信
一

小
林
　
常
男

市
川
　
弘
和

白
石
　 

隆

石
井
　
久
好

白
石
　
守
司

清
水
　
知
昭

堀
越
　
秀
弘

大
久
保
明
夫

井
田
　
幸
博

村
上
淳
一
朗

箱
田
　 

勉

大
嶋
　
償
八

髙
野
　
弘
志

田
口
　
勝
次

岡
戸
　
雅
生

福
井
　
善
一

高
柳
　
金
司

中
里
　
友
之

戸
井
田
　
猛

原
口
　
秀
明

齊
藤
　
泰
男

赤
石
　
正
明

北
島
　
寿
和

自
治
会
名

会
長
名

男 沼

江 南

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

馬
場
　 

昇

𠮷
田
　
活
夫

髙
橋
　
良
男

新
井
　
幸
男

髙
橋
　
雄
一

笠
原
　
金
壽

市
川
　
保
夫

福
島
　
達
也

須
永
　
常
雄

福
島
　
正
芳

橋
本
　
敏
男

橋
本
　
　
弘

橋
本
　
竹
正

𠮷
田
　
正
巳

三
嶋
　
陽
子

今
井
　
　
清

千
野
　
　
清

宇
治
川
忠
則

冨
田
　
利
夫

山
根
　
裕
美

相
原
　
忠
雄

千
脇
　
憲
治

自
治
会
名

会
長
名

大 里

上之雷電神社

　
成
田
地
区
は
熊
谷
市
東
地
区
に
位
置
し
、
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
武
士
団
が
存

在
し
た
地
域
で
す
。
成
田
氏
が
忍
城
に
行
く
前
ま
で
の

「
館
」が
あ
り
、
こ
の
た
め
上
之
雷
電
神
社
、
泰
蔵
院
、

成
田
氏
館
跡
、
龍
淵
寺
、
伊
弉
諾
神
社
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
遺
産
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
川
上
地
区

に
は
熊
谷
文
化
ス
ポ
ー

ツ
公
園
が
あ
り
、
ジ
ャ

パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ

ワ
ン
の
埼
玉
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の

本
拠
地
と
し
て
素
晴
ら

し
い
ラ
グ
ビ
ー
関
連
施

設
を
は
じ
め
、
こ
の
と

こ
ろ
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
熊
谷
と
し

て
も
メ
ジ
ャ
ー
な
形
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
成
田
自
治
会
連
合
会
で
は
十
七
自
治
会
の
自
治
会
長

で
構
成
す
る
理
事
会
の
場
で
、
価
値
観
の
多
様
化
で
自

治
会
活
動
が
難
し
い
時
代
で
も
あ
る
た
め
、
特
筆
す
べ
き

活
動
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
は
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
最
も
大
き
な

力
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
日
頃
の
活

動
で
、
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。

新
年
早
々
、
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

一
カ
月
前
、
市
役
所
及
び
小
学
校
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
成
田
地
区
の
全
自
治
会
長
、
成
田
消
防
分
団

が
指
定
避
難
所
で
あ
る
成
田
星
宮
小
学
校
に
集
結
し
、

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
安
心
ガ
イ
ド
や
パ
ネ
ル
を
基
に
し
た
講
義
の
受
講
後
、

体
育
館
で
避
難
所
開
設
の
実
技
を
行
い
、
災
害
時
の
避

難
場
所
、
食
料
、
資
機
材
、
備
品
、
消
耗
品
等
の
備
蓄

品
の
数
量
も
含
め
て
確
認
し
、
最
後
に
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
参
加
者
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
成
田
地
区
全
自
治
会
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
自
治
会

毎
に
数
年
前
か
ら
地
震
発
生
想
定
で「
無
事
で
す
」と
書

か
れ
た
黄
色
い
タ
オ
ル
に
よ
り
、
安
否
確
認
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
之
五
田
塚
自
治
会
で
は
こ
の
黄

色
い
タ
オ
ル
を
利
用
し
、「
熱
中
症
警
戒
月
間
」と
し
て
八

月
の
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
こ
の
黄
色
い
タ
オ
ル
を

各
世
帯
で
玄
関
先
に
吊
る
し
て
い
た
だ
き
、
十
九
班
あ
る

各
班
長
が
確
認
す
る
、「
無
事
で
す
！
黄
色
い
タ
オ
ル
作

戦
」を
行
い
、
行
動
の
習
慣
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
成
田
自
治
会
連
合
会
◇会

長  

廣
島
　茂

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
の
実
施

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
安
否
確
認

「
無
事
で
す
」の
実
施

成
田
自
治
会
連
合
会
・
地
区
の
紹
介



　
地
域
の
東
側
に
は
、
道
を
挟
ん

で
埼
玉
県
農
業
大
学
校
が
あ
り
、

学
生
の
栽
培
し
た
野
菜
、
お
米
、

花
や
植
木
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
時
間
は
午
後
二
時
か
ら

午
後
三
時
と
短
い
で
す
が
、
ぜ
ひ

開
催
日
を
確
認
の
う
え
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
南
側
に
は
埼
玉
県
農

業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
施
設
に
囲
ま
れ 

た

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（2）

会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会 長 森 田　廣 次

　熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
森
田
で
す
。

　自
治
連
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、ま
た
、日
頃

か
ら
自
治
会
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　今
年
は
約
四
年
ぶ
り
に
自
治
会
連
合
会
総
会
が
、対
面
で
五
月
に
開
催
さ

れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。出
席
さ
れ
た
自
治
会
長
の
皆
様
と
、

久
し
ぶ
り
の
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
の
開
催
で
、大
変
嬉
し
く
、懐
か
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　今
年
は
新
紙
幣
の
発
行
や
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
活
気
溢
れ
る
行
事
が

増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、新
時
代
の
到
来
を
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。近
年
、外
国
人
の
方
々
や
様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
方
々
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。自
治
会
活
動
に
つ
い
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

価
値
観
の
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、よ
り
良
い
仕
組
み
・
組
織
作
り
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、七
月
下
旬
か
ら
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、日
本
代
表
の
選

手
た
ち
が
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。選
手
た
ち
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
、す

べ
て
を
出
し
切
り
流
し
た
涙
を
見
て
、夢
や
希
望
、そ
し
て
感
動
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。同
じ
日
本
に
住
む
者
と
し
て
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、地
域
の
代

表
者
で
あ
る
自
治
会
長
と
し
て
、自
治
会
員
の
皆
様
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　自
治
会
は
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。行
政
の
手
が

届
か
な
い
よ
う
な
地
域
内
で
の
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
が
自
治
会
の
役
割
で
す
。今
一
度
、自
治
会
の
重
要
度
を

再
認
識
し
、自
治
会
の
存
続
・
発
展
の
た
め
、皆
様
で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

自
治
会
長
紹
介

※赤字は地区連合会長

中
央
1
区

辻
澤
　
里
奈

宮
﨑
　
俊
之

水
内
　
昭
夫

県
営
熊
谷
末
広
団
地

末
広
四
丁
目

県
営
熊
谷
曙
町
団
地

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

銀 座筑 波

銀
座
一丁
目

銀
座
二
丁
目

銀
座
三
丁
目

銀
座
四
丁
目

銀
七
高
山

住
吉
町

末
広

県
営
熊
谷
銀
座
団
地

筑
波
第
１

筑
波
第
２

筑
波
第
４

筑
波
第
５

筑
波
第
６

筑
波
第
７

桜
木

曙
町一丁
目
第
１

曙
町一丁
目
第
２

曙
町一丁
目
第
３

曙
町
二
丁
目
第
１

曙
町
二
丁
目
第
２

曙
町
三
丁
目

曙
町
四
丁
目

曙
町
五
丁
目

万
平
町
一
丁
目

万
平
町
二
丁
目
第
１

万
平
町
二
丁
目
第
２

万
平
町
二
丁
目
第
３

中
西
第
一

中
西
第
二

中
西
第
三

中
西
第
四

中
西
第
五

中
西
第
六

中
西
第
七

中
西
第
八

自
治
会
名

会
長
名

曙・万平町中 西

出
井
　
哲
司

大
久
保
順
弘

澤
田
　
英
夫

服
部
　
　
清

石
川
　
邦
男

丸
山
　
賢
司

岩
崎
　
喜
彦

武
田
　
悦
子

中
村
　
　
稔

後
藤
　
尚
二

飯
田
　
一
義

漆
原
　
徹
郎

黒
田
　
　
済

島
村
　
秀
和

西
倉
　
武
治

鈴
木
　
幹
男

菊
地 

陽
一

長
野
　
哲
也

笠
原
　
和
也

宮
本
　
　
進

橋
本
　
昌
克

島
村
　
博
文

嶋
貫
　
悟
志

持
田
　
光
恵

久
保
田
禎
彦

松
本
　
正
夫

齋
藤
　
　
伸

間
庭
　
　
博

木
村
　
雅
則

橋
本
　
荘
二

中
村 

一
昭

棚
澤
　
明
文

髙
橋
　
育
生

武
田
　
紀
雄

間
庭
　
𠀋
志

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　会
長・副
会
長
の
紹
介

森田廣次 会長
（西1区選出）

出井哲司 副会長
（中央1区選出）

細井幹夫 副会長
（中央2区選出）

内田功一 副会長
（中央3区選出）

鎌本定雄 副会長
（東区選出）

馬場康一 副会長
（西２区選出）

野口幸雄 副会長
（南区選出）

菊地修一郎 副会長
（北区選出）

白石隆 副会長
（妻沼地区選出）

内田英樹 副会長
（妻沼地区選出）

安澤栄一 副会長
（大里地区選出）

橋本弘 副会長
（江南地区選出）
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私
た
ち
の
自
治
会
は
、熊
谷
駅
か
ら
南
西
方
向
へ
向
か
っ

た
江
南
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
江
南
地
域
で
は
二
十
三
の
自
治
会
が
あ
り
、こ
う
な
ん
ホ

タ
ル
祭
り
、こ
う
な
ん
祭
り
な
ど
の
活
動
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　
成
沢
南
自
治
会
単
独

で
の
活
動
は
、春
と
秋
に

行
わ
れ
る
５
３
０
運
動

で
、地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
す
。

　
日
々
、地
域
の
皆
様

が
率
先
し
て
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
る
お
陰
で
、私
た
ち
の

地
域
は
、ゴ
ミ
も
な
く
常
に
綺
麗
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
自
治
会
の
中
心
に
は
、面
積
１
８
４
８
㎡
の

広
い
南
中
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
公
園
に
は
防
災
倉
庫
が
あ
り
、今
ま
で
自
治
会
長

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
方
々
が
、少
し
ず
つ
で
す
が
災
害
が
起

き
た
時
用
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
そ
ろ
え
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
防
災
品
自
体
は
少
な
い
で
す
が
、今
後
徐
々
に
揃

え
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、防
犯
関
係
で
地
域
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
も
、防
犯
灯
の
新
規
設
置
を
、徐
々
に
で
す
が
計
画

を
立
て
、進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、公
園
内
に

頑
固
な
雑
草
が
多

く
生
え
て
き
ま
す

が
、以
前
の
自
治
会

長
さ
ん
を
中
心
に
地

域
の
皆
様
の
応
援
の

お
陰
で
、常
に
ゴ
ミ

や
雑
草
が
な
く
、子

供
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
綺
麗
な
公
園

を
皆
で
維
持
継
続
し

て
い
ま
す
。

成
沢
南
自
治
会
の
周
辺
情
報

成
沢
南
自
治
会
の
紹
介

成
沢
南
自
治
会
の
活
動
状
況

◇
成
沢
南
自
治
会
◇

会
長

　馬
場
　昇

南中山公園

埼玉県農業大学校

埼玉県農業技術研究センター

アメリカオニアザミ

クビアカツヤカミキリ

（3）

4

　
柿
沼
自
治
会
は
、
東
は
妻
沼
県
道
、
西
は
旧
亀
の
道
、

南
は
し
ぶ
や
医
院
通
り
、
北
は
十
七
号
バ
イ
パ
ス
の
北
側

ま
で
の
広
い
範
囲
で
、
令
和
六
年
四
月
時
点
で
千
百
三
十

八
世
帯
の
大
規
模
自
治
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
に
は
大
幡
小
学
校
・
大
幡
中
学
校
・
な
で
し
こ

保
育
園
・
大
幡
団
地
・
ス
ー
パ
ー
ベ
ル
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
お
よ
び
昨
年
の
暮
れ
に
発
生
し
た
火
災
に
よ

り
、
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
集
会
所
が
全
焼
し
て
し
ま
い
、

三
十
名
程
度
が
参
加
し
て
実
施
し
て
い
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
集
会
所
を
使
用
し
て
の
炊
き
出
し
訓
練
は
中
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
報
の
仕
分
け
や
配
布
作
業
は
公
民
館
を
お
借
り
し

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
段
の
問
題
は
生
じ
て
い
ま

せ
ん
。

　
他
の
自
治
会
も
同
様
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
、
空

き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
郵
便
配
達

員
・
新
聞
配
達
員
・
飲
料
販
売
の

皆
様
に
は
見
守
り
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

柿
沼
自
治
会
・
地
区
の
紹
介

活
動
内
容
紹
介

　
大
規
模
ゆ
え
に
自
治
会
員
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
に
は
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
の
自
治
会
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

幡
小
学
校
学
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
を
、
自
治
会
役

員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
日
の
こ
と
で
あ

り
、
現
状
で
も
手
薄
感
は
否
め

ず
、
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
協
力
者
に
は
苦
労
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
今
夏
は
ま
れ

に
み
る
猛
暑
続
き
で
、
体
調
不

良
を
起
こ
さ
な
い
か
心
配
し
て

い
ま
す
。

　
環
境
関
連
で
は
、
桜
を
枯
ら

し
て
し
ま
う
特
定
外
来
生
物
の

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
、
植
物
で
鋭
い
と
げ
を
持
ち
危

険
な
特
定
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
駆
除
を
有

志
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
柿
沼
掘
を
守
る
会
が
、
十
月
の
マ
ス
釣
り
大

会
で
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
に
釣
り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
一
番
気
が
か
り
な
の
は
、
最
近
の
大
規
模
地
震
や
気
候

変
動
に
伴
う
大
雨
等
災
害
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
で

す
。
市
危
機
管
理
課
の
指
導
の
も
と
、
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

加
藤
　
　
博

岡
安
　
哲
也

荻
山
　
清
二

田
嶋
　
貞
男

柴
﨑
　
和
也

齋
藤
　
　
明

堀
越
　
邦
夫

金
子
　
雄
二

木
島
　
直
樹

飯
田
　
栄
一

若
林
　
誠
二

吉
川
　
勝
己

髙
田
　
敏
昭

弥
生
町
東
部

鎌
倉
町

緑桜
町

箱
田
桜
町

箱
田
神
明
町

箱
田
常
盤

箱
田
宮
本

宮
町
中
央

大
原
東

大
原
西

大
原
南

大
原
北

中
央
3
区

石 原

長
谷
川
　
茂

林
　
　
高
夫

井
上
　
博
雄

石
原
二
丁
目
第
１

石
原
二
丁
目
第
２

石
原
二
丁
目
第
３

自
治
会
名

会
長
名

中
央
2
区

宮 町

加
藤
　
　
守

荻
野
　
節
子

重
竹
　
淳
一

松
本
　
彰
平

出
川
　
成
之

古
川
　
　
亨

島
澤
　
行
雄

岩
佐
　
博
之

林
　
　
義
男

松
原
　
　
博

今
井
　
徹
雄

細
村
　
陽
一

宇
田
川
森
一

中
村
　
和
典

神
沼
　
芳
広

中
村
　
　
豊

細
井
　
幹
夫

高
瀬
　
澄
雄

原
口
　
明
久

大
月
　
政
之

長
谷
川
修
一

田
代
　
博
也

小
島
　
　
博

宮
町
自
治
会
連
合
会

宮
町
第
１

宮
町
第
２

宮
町
第
３

宮
町
第
４

宮
町
第
５
の
１

宮
町
第
５
の
２

宮
町
第
６
の
１

宮
町
第
７
の
１

宮
町
第
７
の
２

元
町
第
１

元
町
第
２

元
町
第
３

元
町
第
４

元
町
第
５

元
町
第
６

本
町
中
央

栄
町

墨
江

弥
生
町
西
部

南
本
町

北
本
町

仲
町 自

治
会
名

会
長
名

元 町本 町

田
町

上
石
第
１

上
石
第
２

石
原
一
丁
目

県
営
石
原
住
宅

田
原
町

月
見
町
一
丁
目

本
石
一
丁
目
第
１

本
石
一
丁
目
第
２

赤
城
町
一
丁
目

赤
城
町
二
丁
目

赤
城
町
三
丁
目

中
島
　
伸
浩

鶴
田
　
幸
二

黒
澤
　
安
博

小
彼
　
邦
行

井
上
由
美
子

新
井
　
秀
夫

牧
野
　
誠
二

吉
野
　
正
平

阿
久
澤
秀
昭

和
田
　
英
利

代
　
奈
津
子

黒
澤
三
千
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

東

区池
上

下
川
上

佐
谷
田
東
区

佐
谷
田
西
区

佐
谷
田
南
区

佐
谷
田
北
区

平
戸

戸
出

久
下
熊
久

久
下
上
区

久
下
下
区

久
下
新
田

太
井

新
井
　
敏
弘

柳
澤
　
　
明

加
藤
　
嘉
宏

原
口
　
勝
法

鈴
木
　
好
一

堀
越
　
雄
一

竹
井
　 

禎

神
沼
公
三
郎

片
桐
　
　
淳

関
根
　
誠
一

仙
代
　
和
己

築
地
　
文
夫

鈴
木
　
国
雄

自
治
会
名

会
長
名

星宮佐谷田久 下

西
２
区三

尻
西
部

三
尻
中
部

三
尻
東
部

拾
六
間
第
１

拾
六
間
第
２

拾
六
間
第
３

新
堀
新
田

自
衛
隊
官
舎
地
区

女
堀

上
川
原

武
体

西
川
原

赤
城

川
原
明
戸

中
郷

広
瀬
東
部

広
瀬
西
部

小
島

広
瀬
中
部

野
鳥
の
森

外
原

新
堀
新
田
北
部

こ
と
ぶ
き
団
地

籠
原
住
宅
連
合

美
土
里
町

籠
原
団
地
第
１

籠
原

籠
原
南

日
神
パ
レ
ス
テ
ー
ジ
籠
原

栁
澤
　
一
正

権
田
　
健
一

荻
野
　
雪
光

根
本
　
義
人

細
野
　
辰
夫

斉
藤
　
治
久

神
田
　 

勇

黒
木
　
友
也

澤
田 

　
寬

富
田
　
彰
男

奥
山
　
康
夫

馬
場
　
康
一

飯
田
　
佳
則

新
井
　
勝
美

馬
場
　
貴
幸

秋
山
　
博
男

深
田
　
　
寛

田
口
　
和
夫

石
井
　
賢
二

小
林
　
明
弘

藤
野
　
和
夫

佐
藤
　
　
保

木
元
　
雅
義

加
藤
　
郁
雄

堀
口
　
靖
夫

柏
﨑
　
　
薫

宗
我
部
悦
功

市
川
　
啓
二

米
良
　
　
厚

自
治
会
名

会
長
名

三 尻大 麻 生籠 原南

区宮
本
町

見
晴
町

伊
勢
町

中
村
　
庄
一

片
岡
　
福
蔵

多
田
　
昌
司

自
治
会
名

会
長
名

荒 川

遠
藤
　
昭
雄

青
木 

　
隆

坂
田
　
料
教

別
府
二
丁
目

別
府
三
丁
目

別
府
四
丁
目

自
治
会
名

会
長
名

別 府

西
１
区

遠
藤
　
　
進

赤
川
　
正
彦

櫻
井
　
正
臣

柘
植
　
宏
之

髙
橋
　
智
之

井
桁
　
明
彦

菅
原
　
孝
男

大
野
　
静
男

砥
抦
　
博
一

今
井
　
章
人

青
木
　
純
雄

廣
島
　
　
茂

三
根
　
登
夫

須
賀
　
康
行

小
林
　
丈
洋

内
田
　
義
信

國
島
　
政
司

市
川
　
政
彦

櫻
井
　
邦
夫

新
井
　
伸
治

栁
澤
　
篤
美

清
水
　
秀
雄

大
澤
　
良
男

木
村
　
照
男

鎌
本
　
定
雄

橋
詰
　
公
雄

成
田
第
１

上
川
上

原
山

成
田
廓

成
田
山

秋
葉

上
之
五
田
塚

辻堀
之
内

宿
裏

下
廓

成
田
北
部

成
田
五
田
塚
第
１

吉
原

上
之
東
部

旧
宿
裏

上
之
北

上
宿

向
諏
訪

西
向
諏
訪

上
原

稲
荷
木
陣
場

東
陣
場

藤
之
宮

京
成
熊
谷
上
之

雀
宮
上
之

自
治
会
名

会
長
名

成 田

玉
井

久
保
島
第
一

久
保
島
第
二

高
柳

県
営
玉
井
団
地

玉
井
中
央

玉
井
在
家

新
堀
第
１

新
堀
第
２

新
堀
第
３

新
堀
第
４

新
堀
第
５

別
府
一
丁
目
五
丁
目

西
別
府

東
別
府

下
増
田

新
井
　
幸
一

篠
塚
　
正
行

斉
藤
　
　
洋

髙
橋
　
　
旦

新
井
　
洋
三

飯
田
　
喜
昭

山
田
　
　
迪

大
澤
　
高
夫

泉
　
二
三
男

森
田
　
廣
次

山
田
　
諭
男

加
藤
　
博
也

伊
藤
　
終
也

杉
田
　
勝
彦

小
池
　
好
弘

鉢
須
　
桂
一

自
治
会
名

会
長
名

玉 井新 堀別 府

中
央
東
肥
塚

肥
塚
雀
宮

県
営
肥
塚
団
地

目
黒
み
ち
子

石
井
由
美
子

北

区

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

肥
塚
中
央

西
肥
塚

南
肥
塚

北
肥
塚

新
里

熊
谷
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

肥
塚
中
島

今
井

中
条
川
北

小
曽
根

大
塚

中
条
川
南

上
奈
良

中
奈
良

下
奈
良

集
福
睦
会

中
妻
団
地

県
営
熊
谷
下
奈
良
団
地

新
島

原
島

柿
沼

代大
幡
団
地

柿
沼
団
地

田
口
　
謙
秀

三
澤
　
節
男

小
林
　
拓
朗

菊
地
修
一
郎

納
見
　
守
夫

白
石
　
芳
雄

塚
越
　
　
勉

松
岡
　
八
彦

伊
藤
　 

計

鯨
井
　
啓
治

三
沢
　
堅
二

池
田
　
三
男

田
口
　
哲
男

塚
本
　
福
典

泉 

　
完
治

花
輪
　
信
幸

髙
橋
　
章
夫

西
村
　
健

青
栁 

　
仁

塚
田
　
良
一

清
水 

　
隆

島
田
　
江
梨

市
川 

　
潤

吉
田
　
晴
男

自
治
会
名

会
長
名

肥 塚中 条奈 良大 幡

※赤字は地区連合会長

棚
沢
　
一
雄

湯
本
　
千
恵

原
口
　
明
也

関
口
　
　
巌

栗
田
　
健
治

渡
辺
　
勇
次

飯
田
　
一
好

平
岡
　
康
伸

宇
野
　
悦
朗

多
田
　
政
治

内
田
　
功
一

関
口
　
義
雄

松
本
　
稔
男

石
原
三
丁
目
第
１

石
原
三
丁
目
第
２

石
原
三
丁
目
第
３

石
原
第
４

本
石
二
丁
目
第
１

本
石
二
丁
目
第
２

本
石
二
丁
目
第
３

本
石
二
丁
目
第
４

本
石
二
丁
目
第
５

聖
天

上
植
木

坪
井
第
１

坪
井
第
２

自
治
会
名

会
長
名

上 石 本石二丁目 石 原

原
　
　
邦
夫

佐
野
　
隆
清

野
口
　
幸
雄

広
沢
　 

勇

長
井
　
淳
一

𠮷
田 

　
晃

堀
　
喜
久
男

片
岡
　
澄
夫

内
池 

　
努

鹿
島
　
紀
之

砂
堀 

宮
前
東
部

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町

村
岡

万
吉

平
塚
新
田

楊
井

熊
谷
ハ
イ
タ
ウ
ン

ダ
イ
ア
パ
レ
ス

　
リ
バー
コ
ー
ト
熊
谷

自
治
会
名

会
長
名

吉 岡 荒 川

成田西部

会
長  

清
水
　隆

◇
柿
沼
自
治
会
◇

（5）

成
沢

水
野
　
照
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

妻
沼
地
区

（4）

大
里
地
区

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管
理

さ
れ
る
こ
と
、暗
い
道
に
防
犯

灯
が
と
も
る
こ
と
、災
害
時
の

た
め
の
備
え
な
ど
、普
段
の
地

域
生
活
を
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
、自
治
会
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治
会

未
加
入
の
方
も
、地
域
の
大
切

な
一
員
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

江
南
地
区

令
和
6
年
8
月
31
日
現
在

全
自
治
会
数 

　
３
６
２
自
治
会

太 田長 井秦

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

坂
田
　
忠
雄

大
河
内
則
男

大
島
　
孝
夫

舩
川
也
寸
志

掛
川
　
喜
之

栗
原
　
善
久

三
間
　
康
久

𠮷
場
　
秀
男

森
　 

道
弥

秋
山
　
君
夫

坂
本
　
麗
子

堀
ノ
内
　
勝

山
崎
　
秀
樹

小
川 

　
隆

柳
沢
　
茂
夫

鴨
居
　
　
隆

内
田
　
英
樹

犬
木
　
郁
子

長
谷
川
好
一

大
鷲
　
雅
明

柿
沼
　 

稔

村
田
　
英
明

岡
戸
　
武
男

須
田
　 

明

須
藤
　
治
也

渡
辺
　 

正

国
本
　
憲
市

堀
口
　 

栄

黒
沢
　 

茂

武
藤
　 

正

白
石
　
輝
男

巻
川
　
光
枝

塚
田
　
正
道

新
堀
　 

猛

島
田
　
正
明

鈴
木
　
善
和

吉
川
　
勝
則

原
島
　 

昇

江
利
川
勝
義

永
井
　
忠
博

江
森
　 

均

増
田
　 

晃

森
　
　
初
男

髙
野
　
康
代

石
井
　
博
義

石
川
　
一
郎

板
倉
　
恒
義

稲
村
　
道
男

自
治
会
名

会
長
名

𠮷
田
　 

茂

井
上
　
盛
幸

若
林
　
健
治

矢
嶋
　
隆
男

島
田
　
春
男

大
久
保
忠
裕

田
所
　
文
雄

金
子
　
勝
夫

田
口
　 

茂

小
﨑
　 

寿

鳥
居
　
秀
行

森
田
　 

弘

新
井
　
博
之

岩
間
　
友
一

小
林
倉
五
郎

須
藤
　
一
幸

安
澤
　
栄
一

鴫
　 
富
之

福
島
　
尚
之

福
田
　 

保

須
藤
　
昌
美

高
橋
　
陽
子

中
山
信
一
郎

岩
切
　
一
範

自
治
会
名

会
長
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

※赤字は地区連合会長

妻 沼

若
宮
・川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

内
田
　 

篤

飯
田
　
初
雄

荻
野
　 

隆

佐
藤
　
啓
一

矢
嶋
　
廣
明

小
林
　 

裕

筑
井
　
一
郎

小
島 

　
進

岡
村
　
晴
夫

萩
原
　
治
夫

荻
原
　
文
夫

鈴
木
　
昌
樹

栗
原
　
一
義

小
林
　
信
一

小
林
　
常
男

市
川
　
弘
和

白
石
　 

隆

石
井
　
久
好

白
石
　
守
司

清
水
　
知
昭

堀
越
　
秀
弘

大
久
保
明
夫

井
田
　
幸
博

村
上
淳
一
朗

箱
田
　 

勉

大
嶋
　
償
八

髙
野
　
弘
志

田
口
　
勝
次

岡
戸
　
雅
生

福
井
　
善
一

高
柳
　
金
司

中
里
　
友
之

戸
井
田
　
猛

原
口
　
秀
明

齊
藤
　
泰
男

赤
石
　
正
明

北
島
　
寿
和

自
治
会
名

会
長
名

男 沼

江 南

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

馬
場
　 

昇

𠮷
田
　
活
夫

髙
橋
　
良
男

新
井
　
幸
男

髙
橋
　
雄
一

笠
原
　
金
壽

市
川
　
保
夫

福
島
　
達
也

須
永
　
常
雄

福
島
　
正
芳

橋
本
　
敏
男

橋
本
　
　
弘

橋
本
　
竹
正

𠮷
田
　
正
巳

三
嶋
　
陽
子

今
井
　
　
清

千
野
　
　
清

宇
治
川
忠
則

冨
田
　
利
夫

山
根
　
裕
美

相
原
　
忠
雄

千
脇
　
憲
治

自
治
会
名

会
長
名

大 里

上之雷電神社

　
成
田
地
区
は
熊
谷
市
東
地
区
に
位
置
し
、
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
武
士
団
が
存

在
し
た
地
域
で
す
。
成
田
氏
が
忍
城
に
行
く
前
ま
で
の

「
館
」が
あ
り
、
こ
の
た
め
上
之
雷
電
神
社
、
泰
蔵
院
、

成
田
氏
館
跡
、
龍
淵
寺
、
伊
弉
諾
神
社
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
遺
産
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
川
上
地
区

に
は
熊
谷
文
化
ス
ポ
ー

ツ
公
園
が
あ
り
、
ジ
ャ

パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ

ワ
ン
の
埼
玉
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の

本
拠
地
と
し
て
素
晴
ら

し
い
ラ
グ
ビ
ー
関
連
施

設
を
は
じ
め
、
こ
の
と

こ
ろ
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
熊
谷
と
し

て
も
メ
ジ
ャ
ー
な
形
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
成
田
自
治
会
連
合
会
で
は
十
七
自
治
会
の
自
治
会
長

で
構
成
す
る
理
事
会
の
場
で
、
価
値
観
の
多
様
化
で
自

治
会
活
動
が
難
し
い
時
代
で
も
あ
る
た
め
、
特
筆
す
べ
き

活
動
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
は
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
最
も
大
き
な

力
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
日
頃
の
活

動
で
、
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。

新
年
早
々
、
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

一
カ
月
前
、
市
役
所
及
び
小
学
校
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
成
田
地
区
の
全
自
治
会
長
、
成
田
消
防
分
団

が
指
定
避
難
所
で
あ
る
成
田
星
宮
小
学
校
に
集
結
し
、

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
安
心
ガ
イ
ド
や
パ
ネ
ル
を
基
に
し
た
講
義
の
受
講
後
、

体
育
館
で
避
難
所
開
設
の
実
技
を
行
い
、
災
害
時
の
避

難
場
所
、
食
料
、
資
機
材
、
備
品
、
消
耗
品
等
の
備
蓄

品
の
数
量
も
含
め
て
確
認
し
、
最
後
に
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
参
加
者
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
成
田
地
区
全
自
治
会
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
自
治
会

毎
に
数
年
前
か
ら
地
震
発
生
想
定
で「
無
事
で
す
」と
書

か
れ
た
黄
色
い
タ
オ
ル
に
よ
り
、
安
否
確
認
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
之
五
田
塚
自
治
会
で
は
こ
の
黄

色
い
タ
オ
ル
を
利
用
し
、「
熱
中
症
警
戒
月
間
」と
し
て
八

月
の
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
こ
の
黄
色
い
タ
オ
ル
を

各
世
帯
で
玄
関
先
に
吊
る
し
て
い
た
だ
き
、
十
九
班
あ
る

各
班
長
が
確
認
す
る
、「
無
事
で
す
！
黄
色
い
タ
オ
ル
作

戦
」を
行
い
、
行
動
の
習
慣
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
成
田
自
治
会
連
合
会
◇会

長  

廣
島
　茂

避
難
所
運
営
防
災
訓
練
の
実
施

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
安
否
確
認

「
無
事
で
す
」の
実
施

成
田
自
治
会
連
合
会
・
地
区
の
紹
介



第32号くまがや自治連だより

「
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
」

　副
会
長

　内
田

　英
樹

　
二
〇
二
四
年
は
、
能
登
半
島
地
震
と

い
う
大
災
害
か
ら
始
ま
る
波
乱
の
幕
開

け
で
し
た
。
あ
の
地
震
を
機
に
、
自
然

災
害
の
も
た
ら
す
甚
大
な
被
害
と
恐
怖

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
能
登
半
島
地
震
や
過
去
の
大
災
害

か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
役

割
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
〜
９
の
大
地
震

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首

都
直
下
型
地
震
は
、
今
後
三
十
年
以
内

に
70
〜
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
の
予

想
の
範
疇
を
超
え
る
よ
う
な
異
常
気
象

も
増
加
し
て
お
り
、
来
た
る
未
曽
有
の

大
災
害
に
向
け
て
、
今
の
う
ち
か
ら
準

備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の「
公
助
」も
、
も

ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る「
自
助
」、
地
域
の
方
々
で
助

け
合
う「
共
助
」も
同
じ
く
ら
い
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
防
災

意
識
を
強
く
持
ち
、
普
段
か
ら
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
各
自
治
会
で
話
し
合
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
と
い
う
こ
と
わ

ざ
の
通
り
、
来
た
る
大
災
害
に
十
分
に

備
え
、
各
自
治
会
で
協
力
体
制
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　
　

令和6年10月発行令和6年10月発行

令和６年度新任自治会長研修
　7月9日（火）、大里コミュニティセンターにおいて、新しく自治会長になられた方を
対象に、新任自治会長研修を開催し、80名の方に出席していただきました。
　研修では、熊谷市自治会連合会の橋本副会長に、自治会に関する講演をしていた
だいたほか、例年６月にさくらめいとで開催していた、「地域防犯推進委員委嘱式」を
併せて開催しました。
　その後、１グループ10名程度で、自治会として抱えている問題や相談を皆さんで共
有できる自治会長同士の交流会を実施しました。

能登半島地震募金活動
　能登半島での地震災害の発生を受け、熊谷市自治会連合会では
募金活動に取り組んで参りました。募金活動は3月末で終了し、301自
治会から総額12,350,732円の義援金が集まりました。御協力いただ
きましたすべての皆様、誠にありがとうございました。
　いただいた義援金は日本赤十字社埼玉県支部を通じて、被災地へ
送金いたしました。御協力いただきました自治会一覧は自治連ホーム
ページで公開しておりますので、御覧ください。

熊谷市自治会連合会回覧板  広告募集
　熊谷市自治会連合会では、市内全
域の自治会で使用する回覧板を
7,000部作成します。この回覧板に掲
載する広告を募集しています。

※広告枠は、申込みの順に確保し、広告掲載箇所のご希望が重複した場合は、申込みの早い
方が優先されます。　※広告枠が全て埋まり次第、募集を終了させていただきます。

令
和
6
年
10
月
発
行

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

発
行

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　5月30日（木）、大里生涯学習センター「あすねっと」において、自治会長148名の出席のもと、約
４年ぶりに対面で熊谷市自治会連合会総会を開催しました。
　総会では、成田北部自治会の廣島会長が議長に選出され、全ての議案が承認されました。

　また、永年自治会活動に功績のあった自治会長に対し、感謝状が贈呈されました。

ひ
ろ
ば

第 

32 

号

（8）

令和６年度熊谷市自治会連合会定期総会

総会議案　・令和５年度事業報告及び決算報告　・役員選出（案）
　　　　　・令和６年度事業計画（案）及び予算（案）　・熊谷市自治会連合会名簿取扱規程の一部改正

総会議案は自治連ホームページで
ご覧いただけます。

下記QRコードを読み取るか、
「熊谷市自治会連合会」で

検索すると、該当ページが見つかります。

https://kumagaya-jichiren.com/

　「ひろば」第32号の発行にあたり、御寄稿いただき
ました成田・柿沼・成沢南地区の会長の皆様に感謝
申し上げます。
　各自治会の地域性（立地・構成員・規模）により、
抱える問題点が異なる中で、それぞれの地域により
様 な々活動を行っておられることと思います。
　近年では、各自治体で高齢者の単身世帯が増加
しており、災害発生時のみでなく、平時でも安否確認
が必要だと思われますが、成田地区で実施している
熱中症警戒月間の「無事です！黄色いタオル作戦」
は非常に有効な取り組みで参考になりました。
　本年は、新年早々に震度７の能登半島地震、8月
には宮崎県でも震度６を超える大規模地震、また各
地で異常気象の影響による洪水や土砂崩れ等の災
害が発生しています。
　私たちが暮らしている熊谷市は、利根川・荒川が
流れており、大雨で洪水になれば多くの被害が発生
すると推測されるため、普段から災害に備えてみんな
で協力していくことが大切と考えます。

熊谷市自治会連合会副会長　安澤　栄一

申込みは、下記業者へ連絡をお願いします。
♦㈲サイシン広告 ☎0494-24-3995

枠 サイズ 費用
1枠 100mm×50mm
2枠縦 100mm×105mm 259,600円
2枠横 205mm×50mm 259,600円
4枠 205mm×105mm 479,600円

表紙M枠 100mm×50mm 220,000円
表紙L枠 205mm×50mm 396,000円

129,800円

　
地
域
の
東
側
に
は
、
道
を
挟
ん

で
埼
玉
県
農
業
大
学
校
が
あ
り
、

学
生
の
栽
培
し
た
野
菜
、
お
米
、

花
や
植
木
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
時
間
は
午
後
二
時
か
ら

午
後
三
時
と
短
い
で
す
が
、
ぜ
ひ

開
催
日
を
確
認
の
う
え
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
南
側
に
は
埼
玉
県
農

業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
施
設
に
囲
ま
れ 

た

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（2）

会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会 長 森 田　廣 次

　熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
森
田
で
す
。

　自
治
連
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、ま
た
、日
頃

か
ら
自
治
会
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　今
年
は
約
四
年
ぶ
り
に
自
治
会
連
合
会
総
会
が
、対
面
で
五
月
に
開
催
さ

れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。出
席
さ
れ
た
自
治
会
長
の
皆
様
と
、

久
し
ぶ
り
の
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
の
開
催
で
、大
変
嬉
し
く
、懐
か
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　今
年
は
新
紙
幣
の
発
行
や
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
活
気
溢
れ
る
行
事
が

増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、新
時
代
の
到
来
を
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。近
年
、外
国
人
の
方
々
や
様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
方
々
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。自
治
会
活
動
に
つ
い
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

価
値
観
の
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、よ
り
良
い
仕
組
み
・
組
織
作
り
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、七
月
下
旬
か
ら
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、日
本
代
表
の
選

手
た
ち
が
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。選
手
た
ち
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
、す

べ
て
を
出
し
切
り
流
し
た
涙
を
見
て
、夢
や
希
望
、そ
し
て
感
動
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。同
じ
日
本
に
住
む
者
と
し
て
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、地
域
の
代

表
者
で
あ
る
自
治
会
長
と
し
て
、自
治
会
員
の
皆
様
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　自
治
会
は
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。行
政
の
手
が

届
か
な
い
よ
う
な
地
域
内
で
の
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
が
自
治
会
の
役
割
で
す
。今
一
度
、自
治
会
の
重
要
度
を

再
認
識
し
、自
治
会
の
存
続
・
発
展
の
た
め
、皆
様
で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

自
治
会
長
紹
介

※赤字は地区連合会長

中
央
1
区

辻
澤
　
里
奈

宮
﨑
　
俊
之

水
内
　
昭
夫

県
営
熊
谷
末
広
団
地

末
広
四
丁
目

県
営
熊
谷
曙
町
団
地

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

銀 座筑 波

銀
座
一丁
目

銀
座
二
丁
目

銀
座
三
丁
目

銀
座
四
丁
目

銀
七
高
山

住
吉
町

末
広

県
営
熊
谷
銀
座
団
地

筑
波
第
１

筑
波
第
２

筑
波
第
４

筑
波
第
５

筑
波
第
６

筑
波
第
７

桜
木

曙
町一丁
目
第
１

曙
町一丁
目
第
２

曙
町一丁
目
第
３

曙
町
二
丁
目
第
１

曙
町
二
丁
目
第
２

曙
町
三
丁
目

曙
町
四
丁
目

曙
町
五
丁
目

万
平
町
一
丁
目

万
平
町
二
丁
目
第
１

万
平
町
二
丁
目
第
２

万
平
町
二
丁
目
第
３

中
西
第
一

中
西
第
二

中
西
第
三

中
西
第
四

中
西
第
五

中
西
第
六

中
西
第
七

中
西
第
八

自
治
会
名

会
長
名

曙・万平町中 西

出
井
　
哲
司

大
久
保
順
弘

澤
田
　
英
夫

服
部
　
　
清

石
川
　
邦
男

丸
山
　
賢
司

岩
崎
　
喜
彦

武
田
　
悦
子

中
村
　
　
稔

後
藤
　
尚
二

飯
田
　
一
義

漆
原
　
徹
郎

黒
田
　
　
済

島
村
　
秀
和

西
倉
　
武
治

鈴
木
　
幹
男

菊
地 

陽
一

長
野
　
哲
也

笠
原
　
和
也

宮
本
　
　
進

橋
本
　
昌
克

島
村
　
博
文

嶋
貫
　
悟
志

持
田
　
光
恵

久
保
田
禎
彦

松
本
　
正
夫

齋
藤
　
　
伸

間
庭
　
　
博

木
村
　
雅
則

橋
本
　
荘
二

中
村 

一
昭

棚
澤
　
明
文

髙
橋
　
育
生

武
田
　
紀
雄

間
庭
　
𠀋
志

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　会
長・副
会
長
の
紹
介

森田廣次 会長
（西1区選出）

出井哲司 副会長
（中央1区選出）

細井幹夫 副会長
（中央2区選出）

内田功一 副会長
（中央3区選出）

鎌本定雄 副会長
（東区選出）

馬場康一 副会長
（西２区選出）

野口幸雄 副会長
（南区選出）

菊地修一郎 副会長
（北区選出）

白石隆 副会長
（妻沼地区選出）

内田英樹 副会長
（妻沼地区選出）

安澤栄一 副会長
（大里地区選出）

橋本弘 副会長
（江南地区選出）
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私
た
ち
の
自
治
会
は
、熊
谷
駅
か
ら
南
西
方
向
へ
向
か
っ

た
江
南
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
江
南
地
域
で
は
二
十
三
の
自
治
会
が
あ
り
、こ
う
な
ん
ホ

タ
ル
祭
り
、こ
う
な
ん
祭
り
な
ど
の
活
動
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　
成
沢
南
自
治
会
単
独

で
の
活
動
は
、春
と
秋
に

行
わ
れ
る
５
３
０
運
動

で
、地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
す
。

　
日
々
、地
域
の
皆
様

が
率
先
し
て
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
る
お
陰
で
、私
た
ち
の

地
域
は
、ゴ
ミ
も
な
く
常
に
綺
麗
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
自
治
会
の
中
心
に
は
、面
積
１
８
４
８
㎡
の

広
い
南
中
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
公
園
に
は
防
災
倉
庫
が
あ
り
、今
ま
で
自
治
会
長

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
方
々
が
、少
し
ず
つ
で
す
が
災
害
が
起

き
た
時
用
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
そ
ろ
え
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
防
災
品
自
体
は
少
な
い
で
す
が
、今
後
徐
々
に
揃

え
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、防
犯
関
係
で
地
域
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
も
、防
犯
灯
の
新
規
設
置
を
、徐
々
に
で
す
が
計
画

を
立
て
、進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、公
園
内
に

頑
固
な
雑
草
が
多

く
生
え
て
き
ま
す

が
、以
前
の
自
治
会

長
さ
ん
を
中
心
に
地

域
の
皆
様
の
応
援
の

お
陰
で
、常
に
ゴ
ミ

や
雑
草
が
な
く
、子

供
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
綺
麗
な
公
園

を
皆
で
維
持
継
続
し

て
い
ま
す
。

成
沢
南
自
治
会
の
周
辺
情
報

成
沢
南
自
治
会
の
紹
介

成
沢
南
自
治
会
の
活
動
状
況

◇
成
沢
南
自
治
会
◇

会
長

　馬
場
　昇

南中山公園

埼玉県農業大学校

埼玉県農業技術研究センター

アメリカオニアザミ

クビアカツヤカミキリ
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柿
沼
自
治
会
は
、
東
は
妻
沼
県
道
、
西
は
旧
亀
の
道
、

南
は
し
ぶ
や
医
院
通
り
、
北
は
十
七
号
バ
イ
パ
ス
の
北
側

ま
で
の
広
い
範
囲
で
、
令
和
六
年
四
月
時
点
で
千
百
三
十

八
世
帯
の
大
規
模
自
治
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
に
は
大
幡
小
学
校
・
大
幡
中
学
校
・
な
で
し
こ

保
育
園
・
大
幡
団
地
・
ス
ー
パ
ー
ベ
ル
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
お
よ
び
昨
年
の
暮
れ
に
発
生
し
た
火
災
に
よ

り
、
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
集
会
所
が
全
焼
し
て
し
ま
い
、

三
十
名
程
度
が
参
加
し
て
実
施
し
て
い
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
集
会
所
を
使
用
し
て
の
炊
き
出
し
訓
練
は
中
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
報
の
仕
分
け
や
配
布
作
業
は
公
民
館
を
お
借
り
し

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
段
の
問
題
は
生
じ
て
い
ま

せ
ん
。

　
他
の
自
治
会
も
同
様
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
、
空

き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
郵
便
配
達

員
・
新
聞
配
達
員
・
飲
料
販
売
の

皆
様
に
は
見
守
り
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

柿
沼
自
治
会
・
地
区
の
紹
介

活
動
内
容
紹
介

　
大
規
模
ゆ
え
に
自
治
会
員
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
に
は
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
の
自
治
会
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

幡
小
学
校
学
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
を
、
自
治
会
役

員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
日
の
こ
と
で
あ

り
、
現
状
で
も
手
薄
感
は
否
め

ず
、
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
協
力
者
に
は
苦
労
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
今
夏
は
ま
れ

に
み
る
猛
暑
続
き
で
、
体
調
不

良
を
起
こ
さ
な
い
か
心
配
し
て

い
ま
す
。

　
環
境
関
連
で
は
、
桜
を
枯
ら

し
て
し
ま
う
特
定
外
来
生
物
の

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
、
植
物
で
鋭
い
と
げ
を
持
ち
危

険
な
特
定
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
駆
除
を
有

志
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

（6）

　
ま
た
、
柿
沼
掘
を
守
る
会
が
、
十
月
の
マ
ス
釣
り
大

会
で
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
に
釣
り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
一
番
気
が
か
り
な
の
は
、
最
近
の
大
規
模
地
震
や
気
候

変
動
に
伴
う
大
雨
等
災
害
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
で

す
。
市
危
機
管
理
課
の
指
導
の
も
と
、
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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「
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
」

　副
会
長

　内
田

　英
樹

　
二
〇
二
四
年
は
、
能
登
半
島
地
震
と

い
う
大
災
害
か
ら
始
ま
る
波
乱
の
幕
開

け
で
し
た
。
あ
の
地
震
を
機
に
、
自
然

災
害
の
も
た
ら
す
甚
大
な
被
害
と
恐
怖

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
能
登
半
島
地
震
や
過
去
の
大
災
害

か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
役

割
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
〜
９
の
大
地
震

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首

都
直
下
型
地
震
は
、
今
後
三
十
年
以
内

に
70
〜
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
の
予

想
の
範
疇
を
超
え
る
よ
う
な
異
常
気
象

も
増
加
し
て
お
り
、
来
た
る
未
曽
有
の

大
災
害
に
向
け
て
、
今
の
う
ち
か
ら
準

備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の「
公
助
」も
、
も

ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る「
自
助
」、
地
域
の
方
々
で
助

け
合
う「
共
助
」も
同
じ
く
ら
い
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
防
災

意
識
を
強
く
持
ち
、
普
段
か
ら
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
各
自
治
会
で
話
し
合
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
と
い
う
こ
と
わ

ざ
の
通
り
、
来
た
る
大
災
害
に
十
分
に

備
え
、
各
自
治
会
で
協
力
体
制
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　
　

令和6年10月発行令和6年10月発行

令和６年度新任自治会長研修
　7月9日（火）、大里コミュニティセンターにおいて、新しく自治会長になられた方を
対象に、新任自治会長研修を開催し、80名の方に出席していただきました。
　研修では、熊谷市自治会連合会の橋本副会長に、自治会に関する講演をしていた
だいたほか、例年６月にさくらめいとで開催していた、「地域防犯推進委員委嘱式」を
併せて開催しました。
　その後、１グループ10名程度で、自治会として抱えている問題や相談を皆さんで共
有できる自治会長同士の交流会を実施しました。

能登半島地震募金活動
　能登半島での地震災害の発生を受け、熊谷市自治会連合会では
募金活動に取り組んで参りました。募金活動は3月末で終了し、301自
治会から総額12,350,732円の義援金が集まりました。御協力いただ
きましたすべての皆様、誠にありがとうございました。
　いただいた義援金は日本赤十字社埼玉県支部を通じて、被災地へ
送金いたしました。御協力いただきました自治会一覧は自治連ホーム
ページで公開しておりますので、御覧ください。

熊谷市自治会連合会回覧板  広告募集
　熊谷市自治会連合会では、市内全
域の自治会で使用する回覧板を
7,000部作成します。この回覧板に掲
載する広告を募集しています。

※広告枠は、申込みの順に確保し、広告掲載箇所のご希望が重複した場合は、申込みの早い
方が優先されます。　※広告枠が全て埋まり次第、募集を終了させていただきます。

令
和
6
年
10
月
発
行

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

発
行

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　5月30日（木）、大里生涯学習センター「あすねっと」において、自治会長148名の出席のもと、約
４年ぶりに対面で熊谷市自治会連合会総会を開催しました。
　総会では、成田北部自治会の廣島会長が議長に選出され、全ての議案が承認されました。

　また、永年自治会活動に功績のあった自治会長に対し、感謝状が贈呈されました。

ひ
ろ
ば
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令和６年度熊谷市自治会連合会定期総会

総会議案　・令和５年度事業報告及び決算報告　・役員選出（案）
　　　　　・令和６年度事業計画（案）及び予算（案）　・熊谷市自治会連合会名簿取扱規程の一部改正

総会議案は自治連ホームページで
ご覧いただけます。

下記QRコードを読み取るか、
「熊谷市自治会連合会」で

検索すると、該当ページが見つかります。

https://kumagaya-jichiren.com/

　「ひろば」第32号の発行にあたり、御寄稿いただき
ました成田・柿沼・成沢南地区の会長の皆様に感謝
申し上げます。
　各自治会の地域性（立地・構成員・規模）により、
抱える問題点が異なる中で、それぞれの地域により
様 な々活動を行っておられることと思います。
　近年では、各自治体で高齢者の単身世帯が増加
しており、災害発生時のみでなく、平時でも安否確認
が必要だと思われますが、成田地区で実施している
熱中症警戒月間の「無事です！黄色いタオル作戦」
は非常に有効な取り組みで参考になりました。
　本年は、新年早々に震度７の能登半島地震、8月
には宮崎県でも震度６を超える大規模地震、また各
地で異常気象の影響による洪水や土砂崩れ等の災
害が発生しています。
　私たちが暮らしている熊谷市は、利根川・荒川が
流れており、大雨で洪水になれば多くの被害が発生
すると推測されるため、普段から災害に備えてみんな
で協力していくことが大切と考えます。

熊谷市自治会連合会副会長　安澤　栄一

申込みは、下記業者へ連絡をお願いします。
♦㈲サイシン広告 ☎0494-24-3995

枠 サイズ 費用
1枠 100mm×50mm
2枠縦 100mm×105mm 259,600円
2枠横 205mm×50mm 259,600円
4枠 205mm×105mm 479,600円

表紙M枠 100mm×50mm 220,000円
表紙L枠 205mm×50mm 396,000円

129,800円

　
地
域
の
東
側
に
は
、
道
を
挟
ん

で
埼
玉
県
農
業
大
学
校
が
あ
り
、

学
生
の
栽
培
し
た
野
菜
、
お
米
、

花
や
植
木
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
時
間
は
午
後
二
時
か
ら

午
後
三
時
と
短
い
で
す
が
、
ぜ
ひ

開
催
日
を
確
認
の
う
え
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
南
側
に
は
埼
玉
県
農

業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
施
設
に
囲
ま
れ 

た

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（2）

会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会 長 森 田　廣 次

　熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
森
田
で
す
。

　自
治
連
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、ま
た
、日
頃

か
ら
自
治
会
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　今
年
は
約
四
年
ぶ
り
に
自
治
会
連
合
会
総
会
が
、対
面
で
五
月
に
開
催
さ

れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。出
席
さ
れ
た
自
治
会
長
の
皆
様
と
、

久
し
ぶ
り
の
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
の
開
催
で
、大
変
嬉
し
く
、懐
か
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　今
年
は
新
紙
幣
の
発
行
や
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
活
気
溢
れ
る
行
事
が

増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、新
時
代
の
到
来
を
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。近
年
、外
国
人
の
方
々
や
様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
方
々
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。自
治
会
活
動
に
つ
い
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

価
値
観
の
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、よ
り
良
い
仕
組
み
・
組
織
作
り
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、七
月
下
旬
か
ら
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、日
本
代
表
の
選

手
た
ち
が
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。選
手
た
ち
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
、す

べ
て
を
出
し
切
り
流
し
た
涙
を
見
て
、夢
や
希
望
、そ
し
て
感
動
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。同
じ
日
本
に
住
む
者
と
し
て
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、地
域
の
代

表
者
で
あ
る
自
治
会
長
と
し
て
、自
治
会
員
の
皆
様
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　自
治
会
は
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。行
政
の
手
が

届
か
な
い
よ
う
な
地
域
内
で
の
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
が
自
治
会
の
役
割
で
す
。今
一
度
、自
治
会
の
重
要
度
を

再
認
識
し
、自
治
会
の
存
続
・
発
展
の
た
め
、皆
様
で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

自
治
会
長
紹
介

※赤字は地区連合会長

中
央
1
区

辻
澤
　
里
奈

宮
﨑
　
俊
之

水
内
　
昭
夫

県
営
熊
谷
末
広
団
地

末
広
四
丁
目

県
営
熊
谷
曙
町
団
地

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

銀 座筑 波

銀
座
一丁
目

銀
座
二
丁
目

銀
座
三
丁
目

銀
座
四
丁
目

銀
七
高
山

住
吉
町

末
広

県
営
熊
谷
銀
座
団
地

筑
波
第
１

筑
波
第
２

筑
波
第
４

筑
波
第
５

筑
波
第
６

筑
波
第
７

桜
木

曙
町一丁
目
第
１

曙
町一丁
目
第
２

曙
町一丁
目
第
３

曙
町
二
丁
目
第
１

曙
町
二
丁
目
第
２

曙
町
三
丁
目

曙
町
四
丁
目

曙
町
五
丁
目

万
平
町
一
丁
目

万
平
町
二
丁
目
第
１

万
平
町
二
丁
目
第
２

万
平
町
二
丁
目
第
３

中
西
第
一

中
西
第
二

中
西
第
三

中
西
第
四

中
西
第
五

中
西
第
六

中
西
第
七

中
西
第
八

自
治
会
名

会
長
名

曙・万平町中 西

出
井
　
哲
司

大
久
保
順
弘

澤
田
　
英
夫

服
部
　
　
清

石
川
　
邦
男

丸
山
　
賢
司

岩
崎
　
喜
彦

武
田
　
悦
子

中
村
　
　
稔

後
藤
　
尚
二

飯
田
　
一
義

漆
原
　
徹
郎

黒
田
　
　
済

島
村
　
秀
和

西
倉
　
武
治

鈴
木
　
幹
男

菊
地 

陽
一

長
野
　
哲
也

笠
原
　
和
也

宮
本
　
　
進

橋
本
　
昌
克

島
村
　
博
文

嶋
貫
　
悟
志

持
田
　
光
恵

久
保
田
禎
彦

松
本
　
正
夫

齋
藤
　
　
伸

間
庭
　
　
博

木
村
　
雅
則

橋
本
　
荘
二

中
村 

一
昭

棚
澤
　
明
文

髙
橋
　
育
生

武
田
　
紀
雄

間
庭
　
𠀋
志

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
　会
長・副
会
長
の
紹
介

森田廣次 会長
（西1区選出）

出井哲司 副会長
（中央1区選出）

細井幹夫 副会長
（中央2区選出）

内田功一 副会長
（中央3区選出）

鎌本定雄 副会長
（東区選出）

馬場康一 副会長
（西２区選出）

野口幸雄 副会長
（南区選出）

菊地修一郎 副会長
（北区選出）

白石隆 副会長
（妻沼地区選出）

内田英樹 副会長
（妻沼地区選出）

安澤栄一 副会長
（大里地区選出）

橋本弘 副会長
（江南地区選出）
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私
た
ち
の
自
治
会
は
、熊
谷
駅
か
ら
南
西
方
向
へ
向
か
っ

た
江
南
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
江
南
地
域
で
は
二
十
三
の
自
治
会
が
あ
り
、こ
う
な
ん
ホ

タ
ル
祭
り
、こ
う
な
ん
祭
り
な
ど
の
活
動
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　
成
沢
南
自
治
会
単
独

で
の
活
動
は
、春
と
秋
に

行
わ
れ
る
５
３
０
運
動

で
、地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
す
。

　
日
々
、地
域
の
皆
様

が
率
先
し
て
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
る
お
陰
で
、私
た
ち
の

地
域
は
、ゴ
ミ
も
な
く
常
に
綺
麗
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
自
治
会
の
中
心
に
は
、面
積
１
８
４
８
㎡
の

広
い
南
中
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
公
園
に
は
防
災
倉
庫
が
あ
り
、今
ま
で
自
治
会
長

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
方
々
が
、少
し
ず
つ
で
す
が
災
害
が
起

き
た
時
用
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
そ
ろ
え
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
防
災
品
自
体
は
少
な
い
で
す
が
、今
後
徐
々
に
揃

え
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、防
犯
関
係
で
地
域
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
も
、防
犯
灯
の
新
規
設
置
を
、徐
々
に
で
す
が
計
画

を
立
て
、進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、公
園
内
に

頑
固
な
雑
草
が
多

く
生
え
て
き
ま
す

が
、以
前
の
自
治
会

長
さ
ん
を
中
心
に
地

域
の
皆
様
の
応
援
の

お
陰
で
、常
に
ゴ
ミ

や
雑
草
が
な
く
、子

供
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
綺
麗
な
公
園

を
皆
で
維
持
継
続
し

て
い
ま
す
。

成
沢
南
自
治
会
の
周
辺
情
報

成
沢
南
自
治
会
の
紹
介

成
沢
南
自
治
会
の
活
動
状
況

◇
成
沢
南
自
治
会
◇

会
長

　馬
場
　昇

南中山公園

埼玉県農業大学校

埼玉県農業技術研究センター


